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一

本
稿
の
目
的

二

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力

1

譲
渡
債
権
の
行
使
要
件
と
し
て
の
債
権
証
書
の
呈
示

2

債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
し
て
の
債
権
証
書
の
交
付

3

債
権
譲
渡
に
よ
る
譲
渡
債
権
の
証
券
的
債
権
化
と
債
権
取
引
安
全
の
確
保

三

日
本
法
へ
の
示
唆

1

民
法
四
六
七
条
一
項
の
解
釈
論
へ
の
示
唆

2

民
法
四
六
七
条
二
項
の
解
釈
論
へ
の
示
唆

一

本
稿
の
目
的

民
法
四
六
七
条
の
前
身
で
あ
り
、
同
条
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
甲
号
議
案
四
七
〇
条
、
つ
ま
り
旧
民
法
財
産
編
三
四
七
条
一
項
、

同
条
三
項
お
よ
び
同
条
四
項
の
「
修
正
原
案
」
の
起
案
を
担
当
し
た
梅
謙
次
郎
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
は

（
1
）（
2
）、
そ
の
起
案
時
に
、

一



ま
た
穂
積
陳
重
起
草
委
員
や
富
井
政
章
起
草
委
員
も
、
梅
起
草
委
員
が
起
案
し
た
案
を
三
人
で
討
議
し
て
、
右
の
「
修
正
原
案
」

を
確
定
さ
せ
る
前
に
（
3
）、
フ
ラ
ン
ス
民
法
や
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
を
は
じ
め
と
す
る
一
三
の
外
国
法
典
を
参
照
し
た
の
で
あ
り
、

そ
の
中
に
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
も
含
ま
れ
て
い
る
（
具
体
的
に
は
同
法
第
一
部
第
一
一
章
三
九
三
条
か
ら
三
九
九
条
ま
で

の
規
定
、
四
〇
九
条
お
よ
び
四
一
四
条
か
ら
四
一
六
条
ま
で
の
規
定
が
参
照
さ
れ
た
）
（
4
）。
甲
号
議
案
四
七
〇
条
は
、
フ
ラ
ン
ス
民

法
一
六
九
〇
条
に
そ
の
沿
革
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
（
5
）、
梅
謙
次
郎
起
草
委
員
が
述
べ
る
よ
う
に
、
三
起
草
委
員
は

明
治
三
一
年
民
法
典
の
条
文
を
起
草
す
る
に
あ
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
同
程
度
に
ド
イ
ツ
法
を
参
照
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か

ら
（
6
）、
三
起
草
委
員
は
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
時
に
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
や
ザ
ク
セ
ン
民
法
と
と
も
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一

般
ラ
ン
ト
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡
制
度
も
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
に
お
い
て
も
、「
旧
民
法

ト
我
邦
ノ
慣
習
ト
ノ
外
欧
米
諸
国
ノ
法
律
及
ヒ
学
説
中
其
可
ナ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
取
リ
其
不
可
ナ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
舎
テ
以
テ
尤
モ
虚

心
ニ
尤
モ
公
平
ニ
各
国
ノ
長
ヲ
取
ラ
ン
ト
欲
シ
タ
ル
迹
顕
然
掩
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
ナ
リ
」
と
い
う
こ
と
が
妥
当
し
（
7
）、
同
制

度
が
同
条
の
内
容
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
同
制
度
の
規
定
を
趣
旨
か
ら
理
解
し
、

こ
れ
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
に
与
え
た
影
響
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
現
行
民
法
四
六
七
条
を
さ
ら
に
正
確
に
理
解
す
る
こ

と
に
繫
が
り
、
さ
ら
に
妥
当
な
同
条
の
解
釈
を
導
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
三
起
草
委
員
が
参
照
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン

一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
三
九
三
条
か
ら
三
九
九
条
ま
で
の
規
定
、
四
〇
九
条
お
よ
び
四
一
四
条
か
ら
四
一
六
条
ま
で
の

規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
立
法
趣
旨
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
の

か
を
分
析
し
て
、
現
行
民
法
四
六
七
条
の
趣
旨
を
あ
ら
た
め
て
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
検
証
の

結
果
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
現
行
民
法
四
六
七
条
の
解
釈
論
へ
の
示
唆
に
つ
い
て
も
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
起
草
委
員
が
参
照
し
た
「
普
国
法
」
は
（
8
）、
一
七
九
一
年
三
月
二
〇
日
に
公
布
さ
れ
、
一
七
九
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
法
典
（A

llgem
eines

G
esetzbuch

für
die
Preußischen

Staaten

）
を
指
す
と
さ
れ
る
が
（
9
）、
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こ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
法
典
は
、
同
年
四
月
一
八
日
に
施
行
が
無
期
限
に
延
期
さ
れ
、
一
部
が
わ
ず
か
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
修
正
を
受
け
た
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
法
典
は
、「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
と
い
う
よ
う
に
名
称
も
変
更
さ
れ
た
上
で
、

一
七
九
四
年
二
月
五
日
に
公
布
さ
れ
、
同
年
六
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
（
10
）。
甲
号
議
案
四
七
〇
条
起
草
時
（
一
八
九
五
﹇
明
治
二
八
﹈

年
三
月
一
九
日
）
に
お
い
て
（
11
）、
三
起
草
委
員
が
一
七
九
四
年
に
公
布
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
を
入
手
で
き
な
か
っ
た

は
ず
は
な
く
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
法
典
公
布
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
施
行
に
至
る
右
に
述
べ
た
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
後

者
は
、（
修
正
さ
れ
た
）
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
法
典
で
あ
っ
て
、
一
般
法
典
自
体
は
も
と
も
と
、
一
七
九
一
年
に
公
布
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
は
、
梅
起
草
委
員
ら
三
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
起
草
時
に
参
照
し
た
「
普
国
法
」
と
は
一
七
九

四
年
に
公
布
さ
れ
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
を
指
す
も
の
と
考
え
る
（
12
）。

な
お
、
梅
起
草
委
員
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
つ
い
て
、「
法
文
ノ
体
裁
極
メ
テ
平
易
ヲ
旨
ト
シ
説
明
、
引
例
常
ニ

法
条
ノ
過
半
ヲ
占
メ
且
其
規
定
尤
モ
細
目
ニ
渉
レ
ル
カ
故
ニ
其
条
数
ノ
遂
ニ
万
ヲ
以
テ
数
フ
ル
ニ
至
リ
タ
ル
モ
敢
テ
怪
ム
ニ
足
ラ

ス
」
と
指
摘
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
参
照
の
価
値
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
13
）。
三
起
草
委
員
は
、
明
治
三
一
年
民
法
典
の
条

文
の
起
草
に
あ
た
っ
て
、
冗
長
な
表
現
を
す
る
と
、
当
該
規
定
の
一
字
一
句
に
つ
い
て
疑
義
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
疑

義
が
生
じ
な
い
よ
う
に
文
言
の
定
義
を
細
か
く
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
こ
ろ
、
施
行
後
の
時
の
経
過
に
応
じ
た
解
釈

可
能
性
が
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
極
力
簡
潔
な
表
現
を
す
る
よ
う
に
し
た
と
さ
れ
る
（
14
）。
し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
明
ら

か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
時
に
参
照
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一

章
三
九
三
条
か
ら
三
九
九
条
ま
で
の
規
定
、
四
〇
九
条
お
よ
び
四
一
四
条
か
ら
四
一
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
説
明
や
引
例
を
伴
う

も
の
で
は
な
く
、
冗
長
な
そ
れ
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
三
起
草
委
員
は
例
外
的
に
、
右
の
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト

法
の
規
定
を
大
い
に
参
考
に
し
て
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
起
草
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
三
起
草
委
員

は
参
照
し
た
す
べ
て
の
外
国
法
典
の
特
長
を
甲
号
議
案
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
三
起
草
委
員
が
プ
ロ
イ
セ
ン
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一
般
ラ
ン
ト
法
を
参
照
す
る
価
値
は
、
仮
に
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
と
も
に
参
照
さ
れ
た
他
の
ド
イ
ツ
法
系
の
法
典
と
比
較
し
て
低

か
っ
た
と
し
て
も
、
一
定
程
度
は
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力

1

譲
渡
債
権
の
行
使
要
件
と
し
て
の
債
権
証
書
の
呈
示

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
「
生
存
中
に
し
た
契
約
に
基
づ
く
所
有
権
の
取
得
に
つ
い
て
」
第
三
節
「
権
利

の
譲
渡
に
つ
い
て
（V

on
A
btretung

derRechte

）」
三
九
三
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
（
15
）、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
に
お
け

る
債
権
譲
渡
契
約
の
締
結
に
よ
り
、同
契
約
当
事
者
は
も
ち
ろ
ん
、債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
、

債
権
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
と
し
、
ド
イ
ツ
民
法
三
九
八
条
と
同
様
、「
債
権
の
特
定
承
継
原
則
（D

as
Prinzip

derSondernachfolge
in
die
Forderung
）」
の
採
用
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
16
）。

「
権
利
の
上
の
所
有
権
は
、
他
の
者
が
譲
渡
さ
れ
た
権
利
を
今
か
ら
自
ら
の
権
利
と
し
て
行
使
す
る
と
い
う
、
譲
渡
人
と
そ
の
他

の
者
と
の
間
に
お
け
る
意
思
表
示
の
合
致
に
よ
り
、
新
所
有
者
へ
と
移
転
す
る
。」

し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
は
、
債
権
譲
渡
の
効
力
を
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
及

ぼ
す
も
の
（
債
権
譲
渡
の
効
力
発
生
要
件
）
と
し
て
の
機
能
を
譲
渡
人
に
よ
る
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
に
与
え
て
お
ら
ず
（
そ
う

し
た
規
定
も
な
い
）、
こ
の
通
知
は
、
直
後
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
同
原
則
を
受
け
て
、
債
権
譲
渡

契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
を
譲
渡
人
や
譲
受
人
（
表
見
譲
受
人
﹇
譲
渡
人
と
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い
も
の
の
、

譲
受
人
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
か
ら
は
譲
受
人
と
見
え
る
者
﹈
を
含
む
）
か
ら
保

護
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
17
）。
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同
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
一
四
条
（
18
）

「
譲
渡
人
又
は
裁
判
所
が
債
務
者
に
対
し
て
債
権
譲
渡
を
通
知
し
た
と
き
は
、
債
務
者
は
も
は
や
、
譲
渡
債
権
に
つ
い
て
譲
渡
人

と
関
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

同
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
〇
七
条
（
19
）

「
債
権
譲
渡
の
通
知
を
受
け
た
債
務
者
は
、
譲
渡
人
に
対
し
て
有
し
て
い
た
あ
ら
ゆ
る
抗
弁
と
反
対
債
権
を
も
っ
て
、
譲
受
人
に

対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

同
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
一
三
条
（
20
）

「
債
務
者
に
対
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
法
で
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
ま
だ
通
知
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
債
務
者
と
譲
渡
人
と
の
間
で

行
わ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
法
律
行
為
は
、
債
務
者
の
利
益
の
た
め
に
有
効
で
あ
る
。」

同
法
第
一
部
第
一
六
章
「
権
利
及
び
義
務
の
消
滅
の
種
類
に
つ
い
て
」
第
六
節
「
相
殺
に
つ
い
て
」
三
一
三
条
（
21
）

「
債
務
者
は
、
債
権
譲
渡
の
通
知
前
に
最
初
の
債
権
者
に
対
し
て
有
し
て
い
た
自
ら
の
債
権
を
も
っ
て
す
る
、
譲
渡
債
権
と
の
相

殺
を
現
在
の
債
権
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
一
四
条
は
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
た
め
譲
渡
に
つ
き
善

意
で
あ
る
債
務
者
は
無
権
利
者
で
あ
る
譲
渡
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
い
、
譲
受
人
に
対
す
る
さ
ら
な
る
弁
済
を
強

い
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
「
譲
渡
に
関
与
し
な
い
債
務
者
の
法
的
地
位
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
債
権
譲
渡
法
の
基
本

理
念
に
反
す
る
こ
と
か
ら
（
22
）、
通
知
前
に
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
を
特
別
に
有
効
と
す
る
。
同
条
は
、
債
権
の
特
定

承
継
原
則
を
基
礎
と
し
て
、
通
知（
制
度
）に
よ
り
債
務
者
を
二
重
弁
済
の
危
険
か
ら
、
す
な
わ
ち
譲
受
人
か
ら
保
護
し
て
い
る
（
23
）。

ま
た
同
条
に
よ
れ
ば
、
譲
渡
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
以
後
は
、
債
務
者
は
、
譲
受
人
に
対
し
て
弁
済
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
同
条
は
、
こ
の
通
知
を
譲
受
人
が
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
す
る
た
め
の
要
件
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で
あ
る
と
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
譲
受
人
の
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
債
権
の
行
使
要
件
を
「
譲
渡
人
か
ら
債
務
者
に

対
し
て
な
さ
れ
る
譲
渡
通
知
」
と
す
れ
ば
、
通
知
の
中
で
特
定
さ
れ
る
譲
受
人
は
真
正
な
譲
受
人
（
新
債
権
者
）
で
あ
っ
て
、
表

見
譲
受
人
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
真
正
な
譲
受
人
ま
た
は
原
債
権
者
に

再
度
の
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
回
避
さ
れ
る
。
な
お
、
梅
起
草
委
員
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
一
項
の
起
草
に
あ
た
り
、

譲
渡
通
知
の
主
体
を
譲
受
人
で
は
な
く
譲
渡
人
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
私
カ
甲
カ
乙
ニ
対
シ
テ
一
万
円
ノ
債
権
ヲ
持
テ
居
ル

ト
云
フ
コ
ト
ヲ
知
ツ
テ
然
ウ
シ
テ
私
カ
即
チ
其
甲
ノ
譲
受
人
テ
ア
ル
ト
云
ツ
テ
通
知
ヲ
致
シ
マ
シ
テ
然
ラ
シ
テ
後
ト
カ
ラ
私
カ
其

乙
ノ
所
ニ
往
ツ
テ
金
ヲ
受
取
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
詐
欺
カ
随
分
行
ハ
レ
ナ
イ
ト
ハ
限
ラ
ヌ
ノ
テ
ス
夫
レ
テ
夫
レ
ヨ
リ
モ
譲
渡
人
カ
ラ

ト
云
フ
コ
ト
ニ
シ
テ
置
ク
方
カ
宜
シ
イ
」
と
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
も
同
様
に
規
定
し
て
い
る
と
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
審
議
し
た

第
七
二
回
法
典
調
査
会
（
一
八
九
五
﹇
明
治
二
八
﹈
年
三
月
二
二
日
開
催
）
で
述
べ
て
い
る
（
24
）。
三
起
草
委
員
が
法
典
調
査
会
に
お

け
る
同
条
の
審
議
に
お
い
て
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
箇
所
だ
け
で
あ
る
。
三
起
草
委

員
が
同
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
一
四
条
も
参
照
し
た
こ
と
が
、
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一

般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
一
三
条
の
債
務
者
に
対
す
る
「
ふ
さ
わ
し
い
方
法
で
」
な
さ
れ
た
譲
渡
通
知
と
は
、
同

四
一
四
条
の
「
譲
渡
人
又
は
裁
判
所
が
債
務
者
に
対
し
て
」
し
た
譲
渡
通
知
で
あ
り
、
前
者
は
、
後
者
と
同
趣
旨
の
規
定
で
あ
る

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
同
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
〇
七
条
も
、
債
務
者
が
右
の
通
知
前
に
譲
渡
人
に
対
し
て

有
し
て
い
た
、
譲
渡
債
権
に
つ
い
て
の
抗
弁
を
通
知
後
に
譲
受
人
に
対
し
て
対
抗
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
通
知
以
後
に
譲

渡
人
に
対
し
て
生
じ
た
抗
弁
を
譲
受
人
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
通
知
に
よ
り
、
譲
受
人
は
譲
渡
債
権
を
行
使
で
き
る
）

と
す
る
。
や
は
り
同
条
も
、
同
四
一
四
条
と
同
じ
内
容
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
同
法
第
一
部
第
一
六
章
第
六
節
三

一
三
条
は
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
前
提
と
し
つ
つ
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
が
譲
渡
に
よ
っ
て
害
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
を
満
た
す
も
の
で
あ
り
（
25
）、
通
知
前
に
譲
渡
人
に
対
し
て
有
し
て
い
た
相
殺
の
抗
弁
を
債
務
者
が
譲
受
人
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に
対
抗
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
通
知
以
後
に
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
反
対
債
権
を
取
得
し
て
も
、
そ
の
債
務
者
は
、
譲

渡
前
と
同
様
に
相
殺
の
期
待
を
有
し
て
お
ら
ず
、
相
殺
の
対
抗
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
譲
受
人
は
譲
渡
人
に
よ
る
債
務

者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
に
よ
り
、
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
し
う
る
。
同
条
は
、
同
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
〇

七
条
と
同
一
内
容
の
規
定
で
あ
り
、
そ
の
趣
旨
は
、
同
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
一
四
条
と
同
趣
旨
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
の
債
権
譲
渡
制
度
に
お
い
て
は
、
譲
渡
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
通
知
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効

力
発
生
要
件
で
は
な
く
、
譲
受
人
の
権
利
行
使
要
件
で
あ
っ
て
、
譲
渡
契
約
に
関
与
し
な
い
債
務
者
の
法
的
不
利
益
を
除
去
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

他
方
で
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
三
九
四
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
（
26
）。

「
証
書
の
あ
る
債
権
が
譲
渡
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
譲
渡
も
ま
た
、
債
権
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
証
書
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」

同
条
は
、
債�

権�

証�

書�

の�

あ�

る�

債�

権�

が�

譲�

渡�

さ�

れ�

る�

と�

き�

に�

限�

っ�

て�

、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
（
同
三

九
三
条
）
で
は
足
り
ず
、「
債
権
証
書
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
こ
の
意
味
は
、
次
条
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な

る
。プ

ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
三
九
五
条
（
27
）

「
債
務
者
は
、
自
ら
に
債
権
が
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
の
記
載
の
あ
る
債
権
証
書
を
占
有
し
、
同
時
に
こ
れ
を
証
明
す
る
譲
受
人
に
対

し
て
の
み
、
安
全
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。」

同
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
三
九
五
条
か
ら
、
同
三
九
四
条
の
「
債
権
証
書
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
は
、「
譲

渡
人
が
債
権
証
書
に
当
該
債
権
を
譲
受
人
へ
と
譲
渡
し
た
こ
と
を
記
載
し
、
こ
の
記
載
が
な
さ
れ
た
債
権
証
書
を
譲
受
人
に
交
付

す
る
こ
と
」
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
同
三
九
四
条
は
、
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
の
譲
渡
が
効
力
を
生
じ
る
た
め
の
要
件
（
効
力
発
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生
要
件
）
と
し
て
、
債
権
譲
渡
契
約
に
加
え
て
、「
譲
渡
人
に
よ
る
債
権
証
書
へ
の
（
譲
受
人
に
対
す
る
）
譲
渡
に
つ
い
て
の
記

載
、
お
よ
び
こ
の
記
載
が
な
さ
れ
た
債
権
証
書
の
譲
受
人
に
対
す
る
交
付
」
を
要
求
し
、
こ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
に
お
い
て
も
、
債
務
者
や
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
債
権
の
移

転
は
生
じ
な
い
と
す
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
で
は
、
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
方
式
が
要
求
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
は
、
方
式
自
由
で
あ
る
ド
イ
ツ
民
法
の
債
権
譲
渡
制
度
と
は
異
な
っ
て
い
る
（
ド
イ
ツ
民
法
三
九
八
条
）
（
28
）。「
譲
渡

人
に
よ
る
債
権
証
書
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て
の
記
載
、
お
よ
び
こ
の
記
載
が
な
さ
れ
た
債
権
証
書
の
譲
受
人
に
対
す
る
交
付
」
が
債

権
証
書
の
あ
る
債
権
譲
渡
の
効
力
発
生
要
件
と
さ
れ
る
趣
旨
は
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
交
付
さ
れ
た
右
の
債
権
証
書
の
機
能

か
ら
明
ら
か
と
な
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
の
立
法
資
料
を
用
い
て
同
法
に
つ
い
て
体
系
的
に
説
明
を
加
え
た
、
現
在
で
も
学
術
的
意
義
を
有

す
る
と
さ
れ
る
同
法
の
注
釈
書
を
執
筆
し
たBornem

ann

は
（
29
）、
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
が
譲
渡
さ
れ
た
時
に
譲
渡
人
か
ら
譲
受

人
へ
と
交
付
さ
れ
た
、
譲
渡
の
記
載
の
あ
る
債
権
証
書
は
譲
受
人
が
「
権
利
者
（
新
債
権
者
）
と
し
て
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
」
を

証
明
す
る
も
の
（
方
法
）
で
あ
る
と
す
る
（
30
）。Bornem

ann

は
、「
債
権
証
書
の
債
務
者
に
対
す
る
呈
示
者
は
、
方
式
に
か
な
っ
た

債
権
譲
渡
が
な
さ
れ
た
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
、
正
当
な
債
権
の
所
持
人
と
し
て
証
明
さ
れ
う
る
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
（
31
）、
こ
こ

で
の
「
方
式
」
と
は
、「
譲
渡
人
が
譲
渡
に
つ
い
て
記
載
し
た
債
権
証
書
を
譲
受
人
へ
と
交
付
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
譲
渡
人
に

よ
る
譲
渡
の
記
載
の
あ
る
債
権
証
書
を
譲
受
人
が
債
務
者
に
対
し
て
呈
示
す
れ
ば
、
そ
の
譲
受
人
は
、
表
見
譲
受
人
で
は
な
く
、

真
正
な
譲
受
人
つ
ま
り
新
債
権
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
た
こ
と
に
な
る
。Fürstenthal

も
ま
た
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト

法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
三
九
四
条
に
よ
っ
て
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
交
付
さ
れ
た
債
権
証
書
は
「
譲
受
人
の
新
債
権
者
と

し
て
の
資
格
（Legitim

ation
des
Cessionars

）
を
証
明
す
る
た
め
の
方
法
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
32
）。
譲
受
人
が
譲
渡
人

に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
た
譲
渡
に
つ
い
て
の
記
載
の
あ
る
債
権
証
書
を
債
務
者
に
対
し
て
呈
示
す
る
こ
と
な
く
、
債
務
の
履
行
を
請
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求
し
た
と
き
に
お
い
て
、
債
務
者
が
こ
れ
に
応
じ
て
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
そ
の
譲
受
人
は
表
見
譲
受
人
で
あ

る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
債
務
者
は
、
表
見
譲
受
人
お
よ
び
真
正
な
債
権
者
（
真
正
な
譲
受
人
﹇
新
債
権
者
﹈
ま
た
は
原
債

権
者
）
へ
の
二
重
弁
済
の
危
険
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
右
の
場
合
に
は
、
債
務
者
は
、
譲
受
人
が
右
の
債
権
証

書
を
呈
示
し
て
、
新
債
権
者
と
し
て
の
資
格
を
証
明
す
る
ま
で
、
譲
受
人
に
対
し
て
支
払
（
債
務
の
履
行
）
を
拒
絶
で
き
る
の
で

あ
る
（
同
三
九
五
条
）。
債�

権�

証�

書�

の�

あ�

る�

譲�

渡�

債�

権�

に�

つ�

い�

て�

は�

、
譲�

渡�

人�

に�

よ�

っ�

て�

交�

付�

さ�

れ�

た�

譲�

渡�

に�

つ�

い�

て�

の�

記�

載�

の�

あ�

る�

債�

権�

証�

書�

の�

呈�

示�

は�

、
譲�

受�

人�

の�

権�

利�

行�

使�

要�

件�

で�

あ�

る�

と�

い�

え�

る�（
33
）。そ
し
て
、
右
の
債
権
証
書
の
呈
示
と
い
う
、
自
ら
に

帰
属
す
る
譲
渡
債
権
の
権
利
行
使
要
件
（
同
三
九
五
条
）
を
具
備
し
て
い
な
い
譲
受
人
が
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
債
権
に
つ
い
て

債
務
の
履
行
を
請
求
し
た
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
こ
れ
に
応
じ
て
支
払
を
し
た
と
き
は
、
た
と
え
そ
の
譲
受
人
が
表
見
譲
受

人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
譲
受
人
が
新
債
権
者
と
し
て
の
資
格
を
証
明
し
て
お
ら
ず
、
表
見
譲
受
人
た
り
う
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
な
が
ら
あ
え
て
表
見
譲
受
人
に
支
払
を
し
た
（
二
重
弁
済
の
危
険
を
負
担
し
た
）
の
で
あ
る
か
ら
、
真
正
な
譲
受
人
（
新
債
権

者
）
ま
た
は
原
債
権
者
に
対
し
て
さ
ら
に
支
払
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
（
同
三
九
七
条
）
（
34
）。

2

債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
し
て
の
債
権
証
書
の
交
付

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
は
、
譲
渡
人
が
譲
渡
に
つ
い
て
記
載
し
、
譲
受
人
へ
と
交
付
し
た
債
権
証
書
を
譲
受
人
が
債
務
者

に
呈
示
す
る
こ
と
は
譲
受
人
の
新
債
権
者
（
真
正
な
譲
受
人
）
と
し
て
の
資
格
を
債
務
者
に
対
し
て
証
明
す
る
方
法
（
手
段
）
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
譲
受
人
が
そ
の
方
法
（
手
段
）
を
用
い
て
右
の
資
格
を
証
明
す
る
こ
と
は
譲
受
人
自
ら
に
帰
属
し

て
い
る
譲
渡
債
権
を
行
使
す
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
と
し
、
譲
受
人
に
こ
の
証
明
を
強
制
す
る
。
同
法
は
、
債
権
譲
渡
契
約
に
関

与
し
な
い
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
真
正
な
譲
受
人
（
新
債
権
者
）
ま
た
は
原
債
権
者
に
対
し
て
さ
ら
な

る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
危
険
か
ら
、
債
務
者
を
保
護
し
て
い
る
。
こ
の
債
務
者
保
護
（
目
的
）
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
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譲
受
人
が
右
債
権
証
書
の
交
付
を
譲
渡
人
か
ら
確
実
に
受
け
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
る
。
そ
こ
で
、
同
法
は
、
債
権
証
書
の
あ
る

債
権
の
譲
渡
に
お
い
て
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
加
え
て
、
譲
渡
人
に
よ
っ
て
そ
の
譲
渡
に
つ
い
て
の
記

載
が
な
さ
れ
た
債
権
証
書
が
譲
受
人
へ
と
交
付
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
譲
渡
の
効
力
発
生
要
件
と
す
る
の
で
あ
る
。
債
権
証
書

の
あ
る
債
権
の
譲
渡
に
あ
た
っ
て
、
譲
渡
の
効
力
が
生
ず
る
た
め
に
は
、
譲
渡
に
つ
い
て
の
記
載
の
あ
る
債
権
証
書
が
譲
渡
人
か

ら
譲
受
人
へ
と
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、Fürstenthal

が
譲
受
人
へ
と
交
付
さ
れ
た
右
債
権

証
書
の
呈
示
が
譲
受
人
の
新
債
権
者
と
し
て
の
資
格
を
証
明
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
肯
定
し
て
い
る
こ

と
は
、
本
稿
の
説
明
と
一
致
す
る
（
35
）。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
お
い
て
は
、
債�

権�

証�

書�

の�

あ�

る�

債�

権�

は�

、
そ�

の�

譲�

渡�

に�

よ�

り�

原�

則�

と�

し�

て�

、
移
転
や
行
使
に
証
券
（
譲
渡
人
が
譲
渡
に
つ
い
て
記
載
し
た
債
権
証
書
）
を
用
い
る
こ
と
（
移
転
に
あ
っ
て
は
交

付
、
行
使
に
あ
っ
て
は
呈
示
）
が
必
要
と
な
り
、
証�

券�

的�

債�

権�

と�

な�

る�

こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
債
権
証
書
の
あ

る
債
権
が
譲
渡
に
よ
り
有
価
証
券
性
を
有
す
る
こ
と
は
、
貫
徹
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
例
外
を
伴
う
。Bornem

ann

は
そ
の
例
と
し

て
、
譲
渡
人
が
譲
渡
に
つ
い
て
記
載
し
て
譲
受
人
へ
と
交
付
し
た
債
権
証
書
を
譲
受
人
が
債
務
者
に
対
し
て
呈
示
し
、
履
行
請
求

を
す
る
前
に
、
債
務
者
が
譲
渡
人
に
弁
済
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
後
に
譲
受
人
が
右
債
権
証
書
を
呈
示
し
て
債
務
者
に
履
行

請
求
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
債
務
者
は
譲
受
人
に
対
し
て
弁
済
に
よ
る
債
務
不
存
在
抗
弁
を
対
抗
で
き
る
こ
と
（
同
法
第
一
部
第

一
一
章
第
三
節
四
〇
七
条
、
同
四
一
四
条
）
を
挙
げ
る
（
36
）。
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
は
、
そ
の
譲
渡
に
よ
っ
て
証
券
的
債
権
と
な
っ

て
お
り
（
当
該
債
権
が
証
券
に
化
体
し
て
お
り
）
（
37
）、
譲
渡
の
記
載
の
あ
る
債
権
証
書
を
譲
受
人
へ
と
交
付
し
た
譲
渡
人
は
も
は
や

右
債
権
証
書
を
有
し
て
お
ら
ず
、
履
行
請
求
時
に
そ
れ
を
債
務
者
に
対
し
て
呈
示
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
債
務
者
も

弁
済
時
に
譲
渡
人
が
無
権
利
者
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
右
の
場
合
の
弁
済
は
無
効
と
さ
れ
、
債

務
者
は
譲
受
人
に
対
し
て
さ
ら
に
弁
済
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
有
価
証
券
法
理
か
ら
の
帰
結
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
譲
渡
に
よ
っ
て
証
券
的
債
権
と
な
っ
た
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
は
、
譲
渡
前
は
指
名
債
権
で
あ
っ
て
、
譲
渡
契
約
当
事

松
山
大
学
論
集

第
二
十
八
巻

第
一
号

一
〇

385



者
で
は
な
い
債
務
者
は
、
譲�

渡�

に�

よ�

っ�

て�

指�

名�

債�

権�

か�

ら�

証�

券�

的�

債�

権�

に�

変�

化�

し�

た�

こ�

と�

を
認
識
し
え
な
い
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
イ

セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
は
、
債
権
譲
渡
に
関
与
し
な
い
債
務
者
の
法
的
地
位
を
害
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
（
38
）、
譲
渡
に
よ
る
債
権
証

書
の
あ
る
債
権
の
有
価
証
券
性
を
貫
徹
さ
せ
ず
、
同
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
〇
七
条
お
よ
び
同
四
一
四
条
の
適
用
を
認
め

て
、
譲
受
人
に
よ
る
右
債
権
証
書
呈
示
前
の
譲
渡
人
に
対
す
る
債
務
者
の
弁
済
を
特
別
に
（
例
外
的
に
）
有
効
と
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

3

債
権
譲
渡
に
よ
る
譲
渡
債
権
の
証
券
的
債
権
化
と
債
権
取
引
安
全
の
確
保

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
お
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
、
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
は
原
則
と
し
て
、
譲
渡
に
よ
っ
て
証
券
的

債
権
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
三
九
四
条
お
よ
び
同
三
九
五
条
以
外
の
規
定
か
ら
も
導
か
れ
る
。

同
三
九
六
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
（
39
）。

「
譲
受
人
は
、
債
務
者
か
ら
支
払
を
受
け
た
後
、
債
権
譲
渡
の
記
載
の
あ
る
債
権
証
書
を
債
務
者
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

債
務
者
は
、
一
部
支
払
が
な
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
き
は
、
譲
受
人
に
こ
の
旨
を
そ
の
債
権
証
書
に
記
載
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」債

権
証
書
の
あ
る
債
権
を
譲
り
受
け
た
者
は
、
譲
渡
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
債
権
証
書
を
譲
渡
時
に
譲
渡
人
か
ら
交
付
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
債
務
者
に
呈
示
す
る
こ
と
に
よ
り
譲
渡
債
権
を
行
使
し
う
る
と
こ
ろ
（
同
三
九
四
条
お
よ
び
同
三
九
五
条
）、
債

務
者
が
譲
受
人
に
譲
渡
債
権
額
全
額
を
弁
済
し
た
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
の
譲
受
人
に
対
す
る
右
債
権
証
書
の
引
渡
（
返
還
）

請
求
権
が
法
律
上
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
債
務
者
は
、
弁
済
後
に
譲
受
人
か
ら
右
債
権
証
書
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
そ
し
て
、
譲�

渡�

債�

権�

は�

証�

券�

的�

債�

権�

で�

あ�

っ�

て�

、
債�

権�

が�

証�

券�

に�

化�

体�

し�

て�

い�

る�

こ�

と�

に�

鑑�

み�

れ�

ば�

、
右

債
権
証
書
を
占
有
し
て
い
る
譲
受
人
に
譲
渡
債
権
が
帰
属
し
て
い
る
と
信
頼
し
た
第
三
者
は
、
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
債
権
の
取
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得
と
行
使
へ
の
期
待
を
も
っ
て
、
譲
受
人
と
無
効
な
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
第
三
者
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た

右
債
権
証
書
の
譲
受
人
に
よ
る
交
付
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
譲
受
人
の
こ
う
し
た
譲
渡
行
為
は
、「
弁
済
に
よ
り
す
で
に
消

滅
し
た
債
権
の
債
権
証
書
の
悪
用
」、
す
な
わ
ち
「
譲
受
人
が
第
三
者
を
欺
罔
し
て
無
効
な
譲
渡
を
す
る
べ
く
、
債
権
証
書
を
悪

用
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
第
三
者
の
右
期
待
を
害
す
る
も
の
と
し
て
、
債
権
取
引
安
全
の
点
か
ら
不
可
能
な
も
の
と
す
べ
き
で
あ

る
と
さ
れ
る
（
40
）。
そ
こ
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
三
九
六
条
は
、
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
の
譲
受

人
に
（
譲
渡
債
権
額
全
額
を
）
弁
済
し
た
債
務
者
は
こ
の
譲
受
人
に
対
し
て
債
権
証
書
の
返
還
を
請
求
で
き
る
と
規
定
し
、
譲
受

人
が
債
権
証
書
を
占
有
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
、
譲
受
人
に
譲
渡
債
権
が
帰
属
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
外
観
が
生
じ
な
い
よ
う
に

し
て
、
第
三
者
が
譲
受
人
と
無
効
な
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
防
止
し
て
い
る
（
41
）。
同
三
九
六
条
は
、
債
権
証
書
の
あ
る

債
権
は
そ
の
譲
渡
に
よ
っ
て
原
則
と
し
て
証
券
的
債
権
と
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
規
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
債
務
者
が
同
三
九
六
条
の
債
権
証
書
返
還
請
求
権
を
譲
受
人
に
対
し
て
行
使
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
か
ら

弁
済
を
受
け
た
譲
受
人
が
第
三
者
と
の
間
で
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
し
、
債
権
証
書
に
第
三
者
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て
記
載
し
て
こ

れ
を
第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
右
債
権
証
書
を
呈
示
し
て
履
行
請
求
す
る
第
三
者
に
対
し
て
弁
済
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
同
三
九
七
条
）。
そ
の
第
三
者
は
、
新
債
権
者
（「
第
三
の
正
当
な
債
権
の
所
持
人
」）
で
あ
っ
て
、

譲
受
人
と
の
間
で
締
結
し
た
債
権
譲
渡
契
約
も
例
外
的
に
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。「
債
務
者
が
譲
受
人
に
よ
っ
て
持
参
さ

れ
呈
示
さ
れ
た
債
権
証
書
を
譲
受
人
の
手
中
に
置
い
た
ま
ま
に
し
て
い
る
場
合
」
に
は
、
債
務
者
は
、
譲
受
人
と
の
間
で
譲
渡
行

為
（
債
権
譲
渡
契
約
締
結
と
自
ら
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
債
権
証
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
）
を
し
た
第
三
者
に
対
し

て
「
再
度
の
給
付
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
42
）。
同
三
九
六
条
と
の
関
係
に
お
け
る
同
三
九
七
条
の
立
法
趣
旨
は
、
譲

受
人
に
対
し
て
債
権
証
書
返
還
請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、「
す
で
に
消
滅
し
た
譲
渡
債
権
が
未
だ
存
在
し
て
い
る
か

の
よ
う
な
外
観
」
を
債
務
者
が
作
出
さ
せ
た
と
き
は
、「
譲
渡
債
権
が
存
在
し
て
い
る
と
信
頼
し
て
、
自
ら
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て
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記
載
さ
れ
た
債
権
証
書
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
債
権
を
譲
り
受
け
た
第
三
者
は
、
譲
渡
債
権
そ
れ
自
体
が
消
滅
し
て
い
る
の
で
譲

渡
債
権
を
行
使
で
き
な
い
と
い
う
不
利
益
か
ら
保
護
さ
れ
、
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
で
き
る
」
と
し
て
、
債
務
者
に

譲
受
人
に
対
す
る
債
権
証
書
返
還
請
求
権
（
同
三
九
六
条
）
を
確
実
に
行
使
さ
せ
（
43
）、
債
務
者
か
ら
弁
済
を
受
領
し
た
譲
受
人
が
第

三
者
と
の
間
で
（
無
効
な
）
債
権
譲
渡
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
、
債
権
取
引
の
安
全
を
図
る
こ
と
に
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
（
44
）。

同
三
九
六
条
と
類
似
し
て
い
る
の
が
、
わ
が
国
の
手
形
法
三
九
条
（
同
法
七
七
条
一
項
三
号
に
よ
り
、
約
束
手
形
に
も
準
用
さ

れ
て
い
る
）
で
あ
る
。
手
形
法
三
九
条
一
項
は
、
振
出
人
は
所
持
人
が
手
形
に
受
取
を
証
す
る
記
載
を
し
て
、
こ
の
手
形
を
振
出

人
に
交
付
す
る
よ
う
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
所
持
人
が
請
求
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
支
払
を
拒
絶
で
き
る
と
規
定
す
る
。
支

払
時
に
証
券
的
債
権
の
債
務
者
が
債
権
者
に
対
し
て
有
価
証
券
の
返
還
請
求
権
を
取
得
す
る
点
で
、
両
条
は
共
通
し
て
い
る
。
問

題
は
、
振
出
人
が
手
形
を
受
け
戻
さ
な
い
で
所
持
人
に
対
し
て
支
払
っ
た
と
き
で
あ
る
が
、「
手
形
を
受
け
戻
さ
な
い
限
り
権
利

の
外
観
が
所
持
人
に
残
る
」
こ
と
か
ら
、
本
来
消
滅
す
べ
き
手
形
債
権
は
、
手
形
を
取
得
し
た
、
支
払
に
よ
る
消
滅
に
つ
き
善
意

の
第
三
者
と
の
関
係
で
は
特
別
に
存
続
し
、
そ
の
第
三
者
は
、
振
出
人
に
対
し
て
支
払
を
請
求
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
（
45
）。
有
価
証

券
の
返
還
請
求
権
に
基
づ
い
て
、
こ
の
返
還
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
支
払
を
受
け
た
譲
受
人
に
こ
れ
を
占
有
さ
せ
て
い
る
債
務
者

は
、
証
券
的
債
権
が
存
在
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
外
観
を
譲
受
人
に
お
い
て
作
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
外
観
を
信
頼
し
て
譲

受
人
と
右
債
権
の
譲
渡
行
為
を
し
た
第
三
者
は
、
右
債
権
が
債
務
者
の
支
払
に
よ
り
譲
渡
時
に
す
で
に
消
滅
し
て
お
り
、
譲
渡
行

為
の
効
力
が
生
じ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
右
債
権
の
取
得
と
行
使
の
期
待
を
害
さ
れ
、
証
券
的
債
権
取
引
の
安
全
は
、
脅
か
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
振
出
人
の
所
持
人
に
対
す
る
支
払
に
よ
っ
て
手
形
債
権
（
証
券
的
債
権
）
は
、
振
出
人
（
債
務
者
）

と
所
持
人
（
譲
受
人
）
と
の
間
で
は
消
滅
す
る
が
、
右
第
三
者
と
の
関
係
で
は
例
外
的
に
存
在
し
て
お
り
、
譲
渡
行
為
も
有
効
で

あ
る
と
さ
れ
、
右
第
三
者
は
、
振
出
人
（
債
務
者
）
に
支
払
を
請
求
で
き
る
と
解
釈
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
か
か
る
解
釈
は
、
支
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払
時
に
お
い
て
振
出
人
に
確
実
に
手
形
の
受
戻
し
を
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
す
る
も
の
で
、
右
第
三
者
の
出
現
を
防
止
し
て
、
手
形

の
流
通
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
三
九
六
条
お
よ
び

同
三
九
七
条
は
、
手
形
法
三
九
条
、
お
よ
び
同
条
に
よ
っ
て
振
出
人
が
手
形
を
受
け
戻
さ
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
手
形
債
権

の
消
滅
に
つ
き
善
意
で
手
形
を
取
得
し
た
第
三
者
が
振
出
人
に
支
払
を
請
求
で
き
る
と
い
う
解
釈
と
実
質
的
に
同
趣
旨
で
あ
る
と

い
え
る
（
46
）。
こ
う
し
て
み
る
と
、
同
三
九
六
条
お
よ
び
同
三
九
七
条
も
ま
た
、
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
は
譲
渡
に
よ
っ
て
証
券
的
債

権
と
な
り
、
譲
渡
後
は
有
価
証
券
法
理
の
規
律
を
受
け
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
お
い
て
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
を
譲
渡
す
る
た
め
に
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
債
権
譲
渡
契

約
締
結
（
同
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
三
九
三
条
）
に
加
え
て
、
譲
渡
人
が
債
権
証
書
に
譲
受
人
に
対
す
る
譲
渡
に
つ
い
て
記

載
し
、
こ
の
証
書
を
譲
受
人
へ
と
交
付
す
る
こ
と
と
い
う
二
つ
の
効
力
発
生
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
三
九
四
条

お
よ
び
同
三
九
五
条
）。
ま
た
、
譲
受
人
は
、
譲
渡
さ
れ
た
右
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
す
る
た
め
に
は
、
譲
渡
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
譲
渡
人
か
ら
交
付
さ
れ
た
債
権
証
書
を
債
務
者
に
対
し
て
呈
示
す
る
と
い
う
要
件
（
権
利
行
使
要
件
）
を
具
備
す
る
必

要
が
あ
る
（
同
三
九
五
条
）。
そ
れ
ゆ
え
、
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
は
、
譲
渡
に
よ
っ
て
証
券
的
債
権
と
な
る
（
譲
渡
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
て
譲
受
人
へ
と
交
付
さ
れ
た
債
権
証
書
は
有
価
証
券
と
な
る
）
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
が
譲

渡
に
よ
っ
て
証
券
的
債
権
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
債
務
者
は
、
真
正
な
譲
受
人
（
新
債
権
者
）
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
譲
受
人
か

ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
い
、
真
正
な
債
権
者
（
新
債
権
者
ま
た
は
原

債
権
者
）
に
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
危
険
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
す
で
に
譲
受
人
へ
と
債
権
を
譲
渡
し
た
譲
渡
人

は
、
譲
受
人
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て
記
載
し
た
債
権
証
書
を
譲
受
人
に
対
し
て
す
で
に
交
付
し
て
お
り
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
は
、

も
は
や
譲
渡
人
に
譲
渡
債
権
が
帰
属
し
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
第
三
者
は
当
然
、
譲
渡
人
と
無
効
な

債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
な
く
、
譲
渡
債
権
を
取
得
で
き
な
い
と
い
う
不
測
の
損
害
を
負
う
こ
と
も
な
い
の
で
あ
り
、
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債
権
取
引
の
安
全
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
お
い
て
、
債
権
証
書
の
あ
る
指
名
債
権
が
そ
の
譲
渡
に

よ
り
証
券
的
債
権
と
な
る
意
義
は
、D

ernburg

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
債
権
譲
渡
が
あ
っ
た
こ
と
の
確
実
な
認
識
を
債
務
者
お

よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
に
あ
る
と
い
え
よ
う
（
47
）。

三

日
本
法
へ
の
示
唆

1

民
法
四
六
七
条
一
項
の
解
釈
論
へ
の
示
唆

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
お
い
て
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
を
譲
渡
す
る
た
め
に
は
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
と
譲
受
人
に
対

す
る
譲
渡
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
債
権
証
書
の
譲
渡
人
に
よ
る
譲
受
人
へ
の
交
付
と
い
う
、
二
つ
の
効
力
発
生
要
件
が
具
備
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
（
同
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
三
九
四
条
お
よ
び
同
三
九
五
条
）、
こ
の
趣
旨
は
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受

人
に
対
し
て
右
債
権
証
書
を
確
実
に
交
付
さ
せ
、
譲
受
人
が
右
債
権
証
書
を
債
務
者
に
呈
示
し
、
自
ら
が
真
正
な
譲
受
人
（
新
債

権
者
）
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
譲
受
人
に
よ
る
右
債
権
証
書
の
債
務
者
へ
の
呈
示

が
、
譲
受
人
が
自
ら
に
帰
属
し
て
い
る
右
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
す
る
た
め
の
要
件
と
さ
れ
（
同
三
九
五
条
）、
表
見
譲

受
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
真
正
な
債
権
者
（
新
債
権
者
ま
た
は
原
債
権
者
）
に
対
し
て
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
危
険

が
、
債
務
者
か
ら
除
去
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
債
権
に
つ
い
て
債
権
証
書
が
備
わ
っ
て
い
な
い
と
き
は
、
譲
受
人
が
そ
の
譲
渡

時
に
譲
渡
人
か
ら
右
債
権
証
書
の
交
付
を
受
け
、
こ
れ
を
債
務
者
に
呈
示
し
、
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
こ
と
を
債
務
者
に
対
し
て

証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
と
き
に
は
、
右
債
権
証
書
の
債
務
者
へ
の
呈
示
を
も
っ
て
、
譲
受
人
が
譲
渡
債
権

を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
す
る
た
め
の
要
件
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
同
法
は
、
譲
渡
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲

渡
通
知
を
も
っ
て
、
譲
受
人
の
権
利
行
使
要
件
と
し
て
い
る
（
同
四
一
四
条
）
（
48
）。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
の
債
権
譲
渡
制
度
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に
お
け
る
「
譲
受
人
が
自
ら
に
帰
属
し
て
い
る
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
す
る
た
め
の
要
件
（
権
利
行
使
要
件
）」
は
、

梅
謙
次
郎
起
草
委
員
ら
三
起
草
委
員
に
よ
る
甲
号
議
案
四
七
〇
条
一
項
の
起
草
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の
か
、
次
に
み
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
三
月
二
二
日
開
催
の
第
七
二
回
法
典
調
査
会
で
審
議
さ
れ
た
、
旧
民
法
財
産
編
三
四
七
条
の
修
正

原
案
で
あ
る
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
趣
旨
に
関
し
て
、
梅
起
草
委
員
が
「
本
条
ノ
規
定
ハ
財
産
編
三
百
四
十
七
条
ノ
第
一
項

ト
精
神
ハ
同
シ
テ
ア
リ
マ
ス
即
チ
主
義
カ
同
シ
テ
ア
ル
ノ
テ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
49
）、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
は
、
債
権
譲

渡
契
約
の
効
力
は
同
契
約
に
よ
っ
て
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
で
は
生
ず
る
も
の
の
、
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に

対
す
る
関
係
で
は
、
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
ま
た
は
債
務
者
に
よ
る
譲
渡
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
生
じ
な
い
と
す
る
、
フ
ラ
ン

ス
民
法
制
定
当
時
の
同
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
50
）。
梅
起
草
委
員
も
、
著
書
の
中

で
民
法
四
六
七
条
一
項
に
つ
い
て
、
も
し
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
同
契
約
の
み
に
よ
っ
て
債
務
者
と
の
関
係
で
も
生
じ
る
と
す

る
と
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
は
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
な
い
た
め
譲
渡
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま

い
、
譲
受
人
に
対
し
て
さ
ら
な
る
弁
済
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
こ
ろ
、
同
契
約
に
関
与
し
な
い
債
務
者
に
譲
渡
に
よ
る

二
重
弁
済
の
危
険
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
か
ら
、「
債
務
者
ニ
対
シ
テ
ハ
譲
渡
ヲ
通
知
シ
又
ハ
其
承
諾
ヲ
得
ル
ニ
非
サ

レ
ハ
其
譲
渡
ヲ
シ
テ
効
力
ヲ
生
セ
シ
ム
ル
コ
ト
能
ハ
ス
」
と
し
て
、
通
知
前
ま
た
は
承
諾
前
に
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た

弁
済
が
有
効
で
あ
る
よ
う
に
し
て
い
る
（
51
）。
三
起
草
委
員
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
一
項
に
お
い
て
、
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い

債
務
者
が
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
譲
渡
人
に
無
効
な
弁
済
を
す
る
こ
と
に
よ
り
二
重
弁
済
の
危
険
を
負
う
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、

譲
渡
人
か
ら
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
ま
た
は
債
務
者
の
譲
渡
に
つ
い
て
の
承
諾
を
も
っ
て
、
譲
受
人
が
譲
渡
債
権
の
帰
属
を

債
務
者
に
対
抗
す
る
た
め
の
要
件
、
つ
ま
り
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
発
生
す
る
た
め
の
要
件
と
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
52
）。
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し
か
し
、
譲
渡
通
知
の
主
体
を
譲
受
人
で
あ
る
と
す
る
と
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
原
債
権

者
ま
た
は
真
正
な
譲
受
人
（
新
債
権
者
）
へ
の
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
危
険
を
負
う
こ
と
か
ら
、
三
起
草
委
員
が

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
一
四
条
も
参
照
し
て
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
一
項
に
お
い
て
こ
の
主
体

を
譲
渡
人
と
し
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
（
53
）。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
一
四
条
の
規
定
は
、

債
権
の
特
定
承
継
原
則
（
同
三
九
三
条
）
を
前
提
と
し
て
お
り
、
債
権
証
書
の
な
い
債
権
が
譲
渡
債
権
で
あ
る
と
き
に
、
譲
受
人

が
譲
渡
人
か
ら
債
務
者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
譲
渡
通
知
に
よ
り
新
債
権
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
と

真
正
な
債
権
者
へ
の
二
重
弁
済
の
危
険
を
負
わ
な
い
よ
う
に
す
る
べ
く
、
こ
の
通
知
を
譲
受
人
が
譲
渡
債
権
を
行
使
す
る
た
め
の

要
件
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
甲
号
議
案
四
七
〇
条
一
項
に
お
け
る
譲
渡
人
か
ら
債
務
者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
譲
渡
通
知
と
同
四

一
四
条
の
そ
れ
は
、
前
者
は
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
発
生
す
る
た
め
の
要
件
で
あ
り
、
後
者
は
そ
う

で
は
な
い
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
両
者
は
と
も
に
、
債
務
者
に
よ
る
表
見
譲
受
人
へ
の
無
効
な
弁
済
を
防
止
す
る
べ
く
、

譲�

受�

人�

が�

新�

債�

権�

者�

（
権�

利�

者�

）
で�

あ�

る�

こ�

と�

を�

証�

明�

す�

る�

方�

法�

で
あ
り
、
通
知
主
体
を
譲
渡
人
と
す
る
点
で
同
四
一
四
条
が
甲

号
議
案
四
七
〇
条
一
項
の
起
草
に
関
し
て
三
起
草
委
員
に
示
唆
を
与
え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
債
権
証
書
の
あ
る
債

権
が
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
債
権
譲
渡
契
約
に
加
え
て
、
譲
渡
人
が
債
権
証
書
に
譲
受
人
に
対
す
る
譲
渡
に
つ
い
て
記
載
し
た
債

権
証
書
を
譲
受
人
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
譲
渡
さ
れ
た
と
き
に
（
同
三
九
三
条
お
よ
び
同
三
九
四
条
）、
や
は
り
債
務
者
に

よ
る
表
見
譲
受
人
へ
の
無
効
な
弁
済
を
防
止
す
る
た
め
に
、
譲
受
人
に
よ
る
右
債
権
証
書
の
債
務
者
に
対
す
る
呈
示
を
譲
受
人
の

権
利
行
使
要
件
と
す
る
同
三
九
五
条
は
、
指
名
債
権
の
す
べ
て
に
つ
い
て
債
権
証
書
が
作
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

甲
号
議
案
四
七
〇
条
一
項
の
起
草
に
は
影
響
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
譲
受
人
が
右
債
権
証
書
の
交
付
を
確
実

に
譲
渡
人
か
ら
受
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
右
債
権
証
書
の
交
付
を
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
す
る
同
三
九
四
条
も
ま

た
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
（
債
権
譲
渡
契
約
締
結
）
に
つ
い
て
規
定
す
る
甲
号
議
案
四
六
九
条
一
項
本
文
（
民
法
四
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六
六
条
一
項
本
文
と
同
一
内
容
）
の
起
草
に
あ
た
っ
て
、
三
起
草
委
員
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
一
項
の
譲
渡
通
知
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
債
務
者
と
の
関
係
で
も
生
じ
る
た
め
の
要
件

で
は
あ
る
が
、
譲
渡
人
か
ら
債
務
者
に
対
し
て
こ
の
通
知
が
な
さ
れ
れ
ば
、
債
務
者
は
、
譲
受
人
に
対
し
て
弁
済
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
譲
受
人
の
権
利
行
使
要
件
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
三

起
草
委
員
は
、
同
条
一
項
の
譲
渡
通
知
に
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
譲
受
人
が
譲
渡
債
権
を
取
得
し
、
同
時
に
、
譲
受
人
が
自

ら
に
帰
属
し
て
い
る
譲
渡
債
権
を
（
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
る
な
ら
ば
）
債
務
者
に
対
し
て
行
使
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
機
能

を
持
た
せ
た
と
い
え
る
。
同
条
一
項
が
譲
渡
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
を
権
利
行
使
要
件
と
も
把
握
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
同
条
同
項
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
一
四
条
と
同
様
に
、
右
通
知
に
よ
っ
て
譲
受
人

が
新
債
権
者
で
あ
る
こ
と
を
債
務
者
に
対
し
て
証
明
さ
せ
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
原
債
権
者
や
真
正

な
譲
受
人
に
対
し
て
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
規
定
で
あ
る
と
も
い
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
一
四
条
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
一
項
に
つ
い
て
、
三
起
草

委
員
に
示
唆
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
と
同
一
内
容
で
あ
る
民
法
四
六
七
条
の
一
項
に
お
け
る
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
に
つ
い
て
の
債
務

者
に
対
す
る
通
知
は
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
債
務
者
と
の
関
係
で
発
生
す
る
た
め
の
要
件
で
は
な
い
と
解
し
て
い
る
。
民
法
四

六
六
条
一
項
本
文
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
債
権
譲
渡
委
契
約
締
結
以
外
に
同
契
約
の
効
力
が
発
生
す
る
た
め
の
要
件
を
定
め

て
は
い
な
い
し
、
同
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
債
務
者
と
の
関
係
で
も
譲
渡
債
権
が
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
し

た
と
し
て
も
、
同
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
無
効
な
弁
済
は
、
民
法
四
六
八
条
に
よ
り
例
外
的
に

有
効
と
さ
れ
る
。
民
法
四
六
八
条
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
〇
八
条
と
同
様
（
54
）、「
債
権
譲
渡

契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
の
法
的
地
位
は
譲
渡
の
前
後
に
よ
っ
て
変
化
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
債
権
譲
渡
法
の
基
本
理
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念
に
立
脚
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
（
55
）。
債
務
者
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
同
契
約
締
結
に
よ
っ
て
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も

生
ず
る
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
、
何
ら
法
的
不
利
益
を
負
う
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
56
）。

こ
う
し
て
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
と
同
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
譲
渡
債
権
を
取
得
す
る
の
で

あ
る
が
、
弁
済
期
が
到
来
す
る
こ
と
に
よ
り
当
然
に
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
債
権
を
行
使
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
表
見
譲
受
人

が
債
務
者
に
対
し
て
履
行
請
求
を
し
た
と
き
に
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
が
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
原
債
権
者

や
真
正
な
譲
受
人
（
新
債
権
者
）
に
対
し
て
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
譲
受
人
が
自
ら
の
新
債
権
者
と
し
て
の
資

格
を
「
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
に
つ
い
て
の
債
務
者
に
対
す
る
通
知
」
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
で
、
債
務
者
の
二
重
弁
済
の
危
険

が
除
去
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
自
ら
が
関
与
し
な
い
債
権
譲
渡
に
よ
っ
て
債
務
者
が
害
さ
れ

る
こ
と
は
、
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
譲
受
人
に
右
通
知
に
よ
っ
て
真
正
な
譲
受
人
（
新
債
権
者
）
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
証

明
さ
せ
る
べ
く
、
右
通
知
を
具
備
し
な
い
譲
受
人
は
、
譲
渡
債
権
が
弁
済
期
に
あ
っ
て
も
こ
れ
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
で
き
な

い
と
さ
れ
、
右
通
知
は
、
譲
受
人
に
と
っ
て
の
権
利
行
使
要
件
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
民
法
四
六
七
条
一
項
の

「
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」と
は
、「
譲
受
人
が
自
ら
に
帰
属
し
て
い
る
譲
渡
債
権
の
行
使
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
債
務
者
に
よ
る
譲
渡
の
承
諾
も
右
通
知
と
同
様
、
譲
受
人
が
真
正
な
譲
受
人
（
新
債
権
者
）

で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
譲
受
人
の
債
務
者
に
対
す
る
権
利
行
使
要
件
で
あ
る
と
い
え
る

（
57
）（
58
）。
民
法
四
六
八
条
二

項
と
同
じ
内
容
も
含
む
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
一
四
条
が
民
法
四
六
七
条
一
項
の
解
釈
に
示
唆

を
与
え
る
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
う
る
。

2

民
法
四
六
七
条
二
項
の
解
釈
論
へ
の
示
唆

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
お
い
て
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
（
同
法
第
一
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部
第
一
一
章
第
三
節
三
九
三
条
）
に
加
え
て
、
譲
渡
人
が
債
権
証
書
に
譲
受
人
に
対
す
る
譲
渡
に
つ
い
て
記
載
し
、
こ
れ
を
譲
受

人
へ
と
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
（
同
三
九
四
条
、
同
三
九
五
条
）、
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
と
の
関
係
で
も
譲
渡

人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
。
つ
ま
り
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
と
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
に
つ
い
て
の
記
載
の
あ
る
債
権
証
書
の

譲
受
人
へ
の
交
付
が
、
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
の
譲
渡
が
効
力
を
生
ず
る
た
め
の
要
件
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
趣
旨
は
、
譲

受
人
に
右
債
権
証
書
が
確
実
に
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
、
譲
受
人
を
し
て
譲
渡
債
権
の
行
使
時
に
右
債
権
証
書
を
債
務
者
に
対

し
て
呈
示
さ
せ
（
同
三
九
五
条
）、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
原
債
権
者
ま
た
は
真
正
な
譲
受
人
（
新
債

権
者
）
に
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
は
初
め
て
の
譲

渡
時
に
証
券
的
債
権
と
な
る
こ
と
か
ら
、
譲
渡
人
が
同
一
の
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
を
複
数
の
譲
受
人
に
多
重
に
譲
渡
す
る
こ
と

は
、
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
初
め
て
の
譲
渡
後
に
譲
渡
人
か
ら
同
一
の
そ
れ
を
譲
り
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
債
権
譲
渡
契
約

締
結
前
に
譲
渡
人
が
債
権
証
書
を
有
し
て
い
る
か
、
つ
ま
りD

ernburg

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
債
権
を
有
し
て
い
る
か
否
か
を

確
認
し
う
る
の
で
あ
り
（
59
）、
無
効
な
債
権
譲
渡
契
約
の
締
結
を
回
避
で
き
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
は
、
債
権
証
書
の
あ
る

債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
債
権
取
引
の
安
全
を
確
保
し
て
い
る
（
60
）。

債
権
証
書
の
あ
る
債
権
を
そ
の
譲
渡
に
よ
っ
て
証
券
的
債
権
と
し
て
、
譲
渡
人
に
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
が
帰
属
し
て
い
る
か

否
か
、
同
債
権
を
譲
り
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
認
識
で
き
る
と
い
う
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
は
、
三
起
草
委
員
に
よ
る
甲
号

議
案
四
七
〇
条
の
起
草
に
影
響
し
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
起
草
委
員
が
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
の
右
特
長

に
つ
き
、
第
七
二
回
法
典
調
査
会
に
お
け
る
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
審
議
の
中
で
も
何
ら
述
べ
て
い
な
い
こ
と
も
、
そ
の
形
式
的

な
理
由
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
実
質
的
な
理
由
は
、
以
下
の
二
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
点
は
、
す
べ

て
の
指
名
債
権
に
つ
い
て
債
権
証
書
が
作
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
債
権
証
書
を
伴
わ
な
い
指
名
債
権
は
譲
渡
に
よ
っ
て
証
券

的
債
権
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
債
権
証
書
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
指
名
債
権
を
譲
り
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
そ
の
債
権
が

松
山
大
学
論
集

第
二
十
八
巻

第
一
号

二
〇

375



譲
渡
人
に
帰
属
し
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
の
右
特
長

は
、
指�

名�

債�

権�

全�

体�

の�

取
引
安
全
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
譲
渡
人
と

譲
受
人
間
の
同
契
約
締
結
に
よ
り
両
者
間
で
は
生
じ
る
が
（
甲
号
議
案
四
六
九
条
一
項
本
文
）、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す

る
関
係
で
は
、
譲
渡
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
ま
た
は
債
務
者
に
よ
る
譲
渡
の
承
諾
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
生
じ
な
い

と
し
て
、
債
務
者
に
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
能
を
担
わ
せ
る
と
い
う
旧
民
法
財
産
編
三
四
七
条
一
項
の
趣
旨
（
フ
ラ

ン
ス
民
法
制
定
当
時
の
同
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
）
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
（
61
）、
指
名
債
権
全
体
の
取
引
の
安
全
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
三
起
草
委
員
が
考
え
た
こ
と
で
あ
る
。
梅
起
草
委
員
も
ま
た
、
債
務
者
が
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
つ
い
て
当
該
指
名

債
権
を
譲
り
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
「
譲
渡
人
に
帰
属
し
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
に
虚
偽
の
回
答
を
す
る
こ
と
も
あ
り
う

る
こ
と
か
ら
、
債
務
者
は
不
完
全
な
公
示
機
関
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
債
務
者
が
そ
の
よ
う
な
虚
偽
の
回
答
を
す
る
こ
と

は
多
く
な
く
、
他
の
公
示
方
法
も
と
り
え
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
民
法
四
六
七
条
に
お
い
て
右
の
通
知
ま
た
は
承
諾
を
債

務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
し
た
旨
、
説
明
し
て
い
る
（
62
）。

第
二
点
に
つ
い
て
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
時
（
明
治
二
八
﹇
一
八
九
五
﹈
年
三
月
一
九
日
）
に
お
い
て
（
63
）、
三
起
草
委
員

は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
制
定
当
時
の
同
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
を
批
判
し
、
こ
れ
と
は
異
な
る
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を

採
用
し
た
四
つ
の
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
官
版
第
二
草
案
﹇
一
八
九
四
年
に
公
表
﹈
お
よ
び
三
つ
の
暫
定
第
二
草
案
﹇
一
八
九

二
か
ら
一
八
九
三
年
に
公
表
﹈）
も
参
照
し
て
い
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
四
つ
の
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
に
お
い
て
は
、
債
権
譲
渡

契
約
の
効
力
が
同
契
約
締
結
に
よ
っ
て
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ド
イ
ツ
民

法
第
二
草
案
よ
り
前
の
草
案
や
そ
の
理
由
書
に
お
い
て
も
同
様
に
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
起

草
後
の
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
に
公
表
さ
れ
た
『
民
法
典
草
案
第
二
読
会
の
た
め
の
委
員
会
議
事
録
』（
以
下
、「
第
二
委
員

会
議
事
録
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
そ
の
趣
旨
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
委
員
会
議
事
録
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は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
制
定
当
時
の
同
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
に
つ
い
て
、「
担
保
の
た
め
の
債
権
譲
渡
」
の
場
合
に
お

い
て
、
譲
渡
人
が
履
行
遅
滞
に
陥
っ
て
い
な
い
と
き
は
特
に
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
使
者
ま
た
は
代
理
人
と
し
て
譲
渡
通
知
を
債

務
者
に
到
達
さ
せ
る
こ
と
は
譲
渡
人
の
信
用
危
殆
を
惹
起
さ
せ
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
債
権
譲
渡
の
原
因
と
な
る
担
保
権
設
定

契
約
に
お
け
る
、
信
義
則
上
の
義
務
違
反
と
な
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
務
者
に
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
し
て
認
識
を
持
た

せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
債
務
者
を
そ
の
公
示
機
関
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、「
債
務
者
を
公
示
機
関
と
し
て
も
っ

て
債
権
取
引
の
安
全
を
図
る
た
め
に
、
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
に
つ
い
て
の
通
知
を
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
債
務
者
以
外
の
第
三

者
に
対
し
て
及
ぶ
た
め
の
要
件
と
す
る
」
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
ら
ず
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は

同
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
と
す
る
の
で
あ
る
。
梅
起
草
委
員
ら
三
起
草
委
員
は
、
甲

号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
時
に
、
第
二
委
員
会
議
事
録
に
よ
る
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
に
対
す
る
問
題

意
識
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
る
（
64
）。
こ
の
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
債
権
譲
渡
法
に
お
け
る
債
権
の
特
定
承
継
原
則
が

民
法
四
六
七
条
二
項
の
解
釈
に
示
唆
を
与
え
う
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
す
る
こ
と
は
、
指
名

債
権
譲
渡
前
に
は
債
務
者
に
は
な
か
っ
た
当
該
指
名
債
権
を
譲
渡
人
か
ら
譲
り
受
け
よ
う
と
す
る
者
へ
の
回
答
義
務
を
譲
渡
後
に

債
務
者
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
等
し
い
。
こ
れ
は
、
債
権
譲
渡
に
関
与
し
て
い
な
い
債
務
者
の
法
的
地
位
を
譲
渡
の
前
後
で
変
化
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
債
権
譲
渡
法
の
基
本
理
念
（
民
法
四
六
八
条
）
に
反
す
る
。
債
務
者
に
は
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る

回
答
義
務
は
な
く
、
公
示
の
確
実
性
が
な
い
こ
と
か
ら
、
債
務
者
を
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
民
法
の
指
名
債
権
譲
渡
制
度
に
お
い
て
、
そ
の
取
引
の
安
全
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

民
法
四
六
七
条
二
項
に
つ
い
て
は
、
民
法
四
六
六
条
一
項
本
文
は
譲
渡
人
が
同
一
の
債
権
を
多
重
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い

な
い
と
こ
ろ
、
譲
渡
人
は
指
名
債
権
を
第
一
譲
受
人
へ
と
譲
渡
し
て
も
、
当
該
指
名
債
権
は
譲
受
人
へ
と
不
完
全
に
移
転
し
、
不
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完
全
に
譲
渡
人
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
譲
渡
人
は
第
二
譲
受
人
へ
と
同
一
指
名
債
権
を
譲
渡
し
う
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
は
、
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
ま
た
は
確
定
日
付
あ
る
承
諾
書
に
お
け
る
確
定
日
付
の
先
後
で
決
ま
り
、

確
定
日
付
の
早
い
譲
受
人
が
確
定
的
に
譲
渡
債
権
を
取
得
し
、
確
定
日
付
の
遅
い
譲
受
人
と
譲
渡
人
間
の
債
権
譲
渡
契
約
は
、
無

効
と
な
る
（
原
因
契
約
上
の
債
務
不
履
行
﹇
履
行
不
能
﹈
の
問
題
は
残
る
）
と
解
さ
れ
る
。
民
法
四
六
七
条
二
項
は
、
同
一
指
名

債
権
の
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
に
つ
き
、「
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
も
し
く
は
確
定
日
付
あ
る
承
諾
書
に
お
け
る
確
定
日
付
の
先

後
」、
ま
た
は
「
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
の
債
務
者
へ
の
到
達
、
も
し
く
は
確
定
日
付
あ
る
承
諾
書
に
よ
る
債
務
者
の
承
諾
の
先

後
」
で
決
し
て
い
る
と
し
か
読
め
な
い
の
で
あ
っ
て
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
に
支
配
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
債
権
譲
渡
法
の
よ
う

に
、
譲
渡
契
約
締
結
の
先
後
を
優
劣
決
定
基
準
と
し
て
い
る
と
解
す
る
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に

関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
債
権
取
引
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
ド
イ
ツ
債
権
譲
渡
法
の
理
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
判
例
通
説
の

よ
う
に
「
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
の
債
務
者
へ
の
到
達
、
ま
た
は
確
定
日
付
あ
る
承
諾
書
に
よ
る
債
務
者
の
承
諾
」
を
対
抗
要
件

と
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
て
到
達
時
説
で
は
な
く
、
確
定
日
付
説
の
立
場
に
立
て
ば
、
譲

渡
通
知
書
中
の
確
定
日
付
に
つ
い
て
は
第
一
譲
受
人
に
遅
れ
る
も
の
の
、
そ
の
確
定
日
付
あ
る
譲
渡
通
知
書
を
第
一
譲
受
人
よ
り

も
先
に
債
務
者
に
到
達
さ
せ
た
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
弁
済
し
た
債
務
者
か
ら
二
重
弁
済
の
危
険
を
ど
の
よ
う
に
除
去
す
る
か

が
、
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
務
者
が
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
何
ら
関
与
し
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
第

二
譲
受
人
は
、
取
引
通
念
上
債
権
者
ら
し
い
外
観
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
弁
済
受
領
権
限
が
な
い
こ
と
に
つ
き
善
意
無
過

失
で
債
務
者
が
第
二
譲
受
人
に
弁
済
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
弁
済
は
、
民
法
四
七
八
条
に
よ
り
特
別
に
有
効
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
最
判
昭
和
六
一
年
四
月
一
一
日
民
集
四
〇
巻
三
号
五
五
八
頁
が
い
う
よ
う
に
、
同
条
の
無
過
失
要
件
が
満
た
さ
れ

る
た
め
に
は
、
弁
済
時
に
「
劣
後
譲
受
人
を
真
の
債
権
者
で
あ
る
と
信
ず
る
に
つ
き
相
当
な
理
由
が
あ
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
り
、
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第
二
譲
受
人
よ
り
も
早
い
確
定
日
付
の
あ
る
第
一
譲
受
人
の
譲
渡
通
知
書
が
債
務
者
に
到
達
す
る
ま
で
待
た
ず
に
、
第
二
譲
受
人

を
譲
受
人
（
新
債
権
者
）
で
あ
る
と
信
じ
て
弁
済
し
た
債
務
者
は
、
有
過
失
で
あ
る
と
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
民
法
四

七
八
条
で
は
な
く
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
の
法
的
地
位
を
そ
の
前
後
で
変
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
債

権
譲
渡
法
の
基
本
理
念
を
趣
旨
と
す
る
民
法
四
六
八
条
の
二
項
に
よ
っ
て
、
債
務
者
の
弁
済
を
例
外
的
に
有
効
と
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
債
務
者
は
、
有
効
な
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
の
通
知
（
第
一
譲
受
人
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て
の
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
）

が
債
務
者
に
到
達
す
る
前
に
、
単
純
譲
渡
の
場
合
に
お
け
る
譲
渡
人
の
よ
う
に
、
債
務
者
か
ら
み
て
債
権
者
に
見
え
る
者
（
確
定

日
付
あ
る
通
知
書
を
到
達
さ
せ
た
た
め
に
債
務
者
か
ら
み
て
債
権
者
﹇
新
債
権
者
﹈
に
み
え
る
第
二
譲
受
人
）
に
対
し
て
し
た
弁

済
を
譲
受
人
（
第
一
譲
受
人
）
に
対
抗
で
き
る
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
債
権
譲
渡
法
の
規
定
で
あ
る
民
法
四
六
八
条

二
項
の
類
推
適
用
に
よ
っ
て
、
債
務
者
の
二
重
弁
済
の
危
険
は
除
去
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
な
の
で
あ
る
（
65
）。

指
名
債
権
の
多
重
譲
渡
に
お
け
る
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
決
定
基
準
（
民
法
四
六
七
条
二
項
）
を
確
定
日
付
説
に
従
い
、「
確

定
日
付
あ
る
通
知
書
ま
た
は
確
定
日
付
あ
る
承
諾
書
に
お
け
る
確
定
日
付
の
先
後
」
と
す
る
こ
と
は
、
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰

属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
把
握
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
（
66
）、
指
名
債
権
取
引
の

安
全
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
民
法
の
債
権
譲
渡
に
お
い
て
は
、
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属

に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
債
権
譲
渡
登
記
も
な
い
（
67
）。
プ
ロ

イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
の
債
権
譲
渡
制
度
に
お
い
て
は
、
債
権
証
書
の
あ
る
指
名
債
権
は
そ
の
譲
渡
時
か
ら
証
券
的
債
権
と
な
る

の
で
、
譲
渡
人
が
右
指
名
債
権
を
多
重
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
右
指
名
債
権
を
譲
渡
人
か
ら
譲
り
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
譲
渡
人
が
債
権
証
書
を
占
有
し
て
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
、
譲
渡
人
に
右
指
名
債
権
が
帰
属
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
し
う
る
。
債
権
証
書
の
あ
る
指
名
債
権
に
つ
い
て
は
、
取
引
の
安
全
は
図
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
わ
が
国
の

民
法
に
お
け
る
指
名
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
み
る
と
、
指
名
債
権
の
帰
属
を
公
示
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
指
名
債
権
が
そ
の
譲
渡
に
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よ
っ
て
証
券
的
債
権
と
な
る
よ
う
な
制
度
も
な
い
の
で
あ
っ
て
（
68
）、
そ
も
そ
も
民
法
の
指
名
債
権
取
引
安
全
は
制
度
上
ま
っ
た
く
保

障
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
た
制
度
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
指
名
債

権
の
多
重
譲
渡
に
お
け
る
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
決
定
基
準
（
民
法
四
六
七
条
二
項
）
に
つ
い
て
、
確
定
日
付
説
が
再
評
価
さ
れ

て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
69
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
時
に
参
照
し
た

他
の
外
国
法
典
の
規
定
も
精
査
し
て
（
70
）、
こ
れ
ら
の
規
定
が
同
条
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
民
法
四
六
七
条

の
立
法
趣
旨
や
構
造
を
さ
ら
に
正
確
に
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人

全
国
銀
行
学
術
研
究
振
興
財
団
の
研
究
助
成
（
二
〇
一
五
年
度

法
律
分
野
）
に
よ
る
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

（
1
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
の
『
民
法
第
一
議
案
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
三
二
八
丁
裏
（
コ
マ
番
号
は
333
／
627
）、
お

よ
び
同
所
収
の
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
三
八
丁
表
（
コ
マ
番
号
は
141
／
189
）
を
参
照
。

（
2
）
仁
井
田
益
太
郎＝

穂
積
重
遠＝

平
野
義
太
郎
「
仁
井
田
博
士
に
民
法
典
編
纂
事
情
を
聴
く
座
談
会
」
法
時
一
〇
巻
七
号
（
一
九
三
八
年
）
二
九

頁
か
ら
三
〇
頁
ま
で
の
起
草
委
員
分
担
表
の
う
ち
、
二
九
頁
掲
載
部
分
を
参
照
。
ま
た
、
星
野
通
『
明
治
民
法
編
纂
史
研
究
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

一
九
四
三
年
）
一
七
八
頁
お
よ
び
福
島
正
夫
編
『
明
治
民
法
の
制
定
と
穂
積
文
書
』（
民
法
成
立
過
程
研
究
会
、
一
九
五
六
年
）（
同
編
『
穂
積
陳

重
立
法
関
係
文
書
の
研
究
』﹇
信
山
社
、
一
九
八
九
年
﹈
所
収
）
五
四
頁
を
参
照
。

（
3
）
こ
の
起
草
プ
ロ
セ
ス
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
の
『
法
典
調
査
会
民
法
総
会
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）

一
巻
三
丁
表
（
コ
マ
番
号
は
7
／
291
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
法
典
調
査
規
程
（
一
八
九
三
﹇
明
治
二
六
﹈
年
四
月
二
七
日
内
閣
総
理
大
臣
制
定
）
第

一
条
「
法
典
ノ
修
正
ハ
単
独
起
草
合
議
定
案
ノ
方
法
ニ
依
ル
」
が
明
示
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
本
稿
は
、
文
献
の
表
題
や
そ
の
引
用
に
お
け
る
漢

字
表
記
に
つ
い
て
、
新
字
体
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
）、
星
野
博
士
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
穂
積
、
富
井
、
梅
三
起
草

委
員
は
各
章
或
は
各
節
を
分
担
し
て
単
独
的
に
草
案
を
起
草
し
、
し
か
る
後
共
同
合
議
し
て
修
正
原
案
を
作
つ
た
の
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い

る
（
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
一
六
九
頁
を
参
照
）。
本
文
中
の
「
修
正
原
案
」
は
、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
一
一
月
二
四
日
に
公
布
さ
れ
た
民
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法
及
商
法
施
行
延
期
法
律
（
法
律
第
八
号
）
に
よ
り
、「
修
正
ヲ
行
フ
カ
為
」
に
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
施
行
延
期
と
さ

れ
た
旧
民
法
典
全
編
に
つ
い
て
、「
既
成
ノ
法
典
ニ
就
キ
各
条
項
ヲ
査
覈
シ
必
要
ノ
修
補
刪
正
ヲ
施
ス
ヲ
以
テ
調
査
ノ
目
的
ト
ス
」
と
い
う
「
法
典

調
査
ノ
方
針
」
一
条
前
段
（
一
八
九
三
﹇
明
治
二
六
﹈
年
五
月
二
日
開
催
の
第
二
回
法
典
調
査
委
員
総
会
に
お
い
て
議
決
﹇
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
の
『
法
典
調
査
会
民
法
総
会
議
事
速
記
録
』〔
日
本
学
術
振
興
会
版
〕
一
巻
二
〇
丁
表
〔
コ
マ
番
号
は
24
／
291
〕
お
よ

び
二
一
丁
裏
〔
コ
マ
番
号
は
26
／
291
〕
を
参
照
﹈）
に
基
づ
き
、
三
起
草
委
員
が
右
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
確
定
し
た
「
修
正
本
案
」（
修
正
案
そ
の

も
の
）、
す
な
わ
ち
「
甲
号
議
案
」
を
指
す
の
で
あ
る
（
同
所
収
の
『
法
典
調
査
会
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
』﹇
日
本
学
術
振
興
会
版
﹈
一
巻
二

丁
表
﹇
コ
マ
番
号
は
7
／
225
﹈
の
一
八
九
三
﹇
明
治
二
六
﹈
年
五
月
一
二
日
開
催
の
第
一
回
民
法
主
査
会
に
お
け
る
、
富
井
起
草
委
員
の
発
言
を

参
照
）。
な
お
、
広
中
俊
雄
「
日
本
民
法
典
編
纂
史
と
そ
の
資
料
―
旧
民
法
公
布
以
後
に
つ
い
て
の
概
観
―
」
民
法
研
究
一
号
（
一
九
九
六
年
）
一

三
七－

一
七
〇
頁
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
の
『
民
法
第
一
議
案
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
三
二
八
丁
裏
（
コ
マ
番
号
は
334
／
627
）、
お

よ
び
同
所
収
の
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
三
八
丁
表
（
コ
マ
番
号
は
141
／
189
）
を
参
照
。

（
5
）
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
の
研
究
』（
増
補
二
版
）（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
）
一
四
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
は
、

次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（
同
書
三
五
〇
頁
か
ら
引
用
）。

「
①
譲
受
人
は
、
債
務
者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
移
転
の
送
達
に
よ
っ
て
で
な
け
れ
ば
、
第
三
者
に
対
抗
し
え
な
い
。

②
た
だ
し
、
譲
受
人
は
、
債
務
者
に
よ
っ
て
公
正
証
書
に
お
い
て
な
さ
れ
る
移
転
の
承
諾
に
よ
っ
て
も
同
様
に
〔
第
三
者
に
〕
対
抗
し
う
る
。」

（
6
）
梅
起
草
委
員
は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
三
月
二
一
日
の
月
曜
日
に
法
科
大
学
講
堂
で
行
わ
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
百
年
紀
念
会
（
法
理

研
究
会
主
催
）
で
の
講
演
に
お
い
て
（
江
戸
惠
子
「
梅
謙
次
郎
年
譜
」﹇
岡
孝
編
〔
法
政
大
学
図
書
館
、
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
記
念
現
代
法
研

究
所
監
修
〕『
梅
謙
次
郎
著
作
全
集
Ｃ
Ｄ
版
』〔
丸
善
、
二
〇
〇
三
年
〕
所
収
﹈
を
参
照
）、
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
梅
謙
次
郎
「
開
会
ノ
辞

及
ヒ
仏
国
民
法
編
纂
ノ
沿
革
」
法
理
研
究
会
編
『
仏
蘭
西
民
法
百
年
紀
念
論
集
』﹇
法
理
研
究
会
、
一
九
〇
五
年
﹈﹇
同
Ｃ
Ｄ
版
所
収
〔
Ｉ
Ｄ
811
番
〕﹈

三
頁
以
下
を
参
照
）。

（
7
）
梅
謙
次
郎
「
我
新
民
法
ト
外
国
ノ
民
法
（
続
）」
法
典
質
疑
録
九
号
（
一
八
九
六
年
）（
岡
・
前
掲
注
（
6
）
所
収
﹇
Ｉ
Ｄ
278
番
﹈）
七
八
〇
頁
。

（
8
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
の
『
民
法
第
一
議
案
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
三
二
八
丁
裏
（
コ
マ
番
号
は
333
／
627
）、
お

よ
び
同
所
収
の
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
三
八
丁
表
（
コ
マ
番
号
は
141
／
189
）
を
参
照
。

（
9
）
梅
起
草
委
員
は
、
一
七
九
一
年
に
公
布
さ
れ
た
「
普
漏
西
国
法
」
を
参
照
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
梅
謙
次
郎
「
我
新
民
法
ト
外
国
ノ
民
法
」
法
典

質
疑
録
八
号
（
一
八
九
六
年
）﹇
岡
・
前
掲
注
（
6
）
所
収
〔
Ｉ
Ｄ
277
番
〕﹈
六
七
九
頁
を
参
照
）。
そ
し
て
、
岩
田
新
『
日
本
民
法
史
―
民
法
を
通
じ
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て
見
た
る
明
治
大
正
思
想
史
―
』（
同
文
館
、
一
九
二
八
年
）
四
四－

四
五
頁
は
、「
梅
先
生
が
、
新
民
法
編
纂
の
た
め
に
法
典
調
査
会
に
於
い
て

参
照
し
た
も
の
と
し
て
、
挙
げ
ら
れ
た
外
国
民
法
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
（
明
治
四
〇
年
三
月
六
日
講
義
）。」
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
、
ド
イ
ツ

（
マ
マ
）

民
法
第
一
草
案
お
よ
び
第
二
草
案
に
続
い
て
、「
プ
ロ
イ
セ
ン
州
法
（
一
七
九
一
年
）」
を
挙
げ
て
い
る
（
さ
ら
に
こ
れ
に
続
け
て
「
ザ
ク
ゼ
ン
民

法
（
一
八
六
三
年
）
其
他
ド
イ
ツ
の
州
法
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
梅
起
草
委
員
が
起
草
時
に
参
照
し
た
外
国
法
典
に
つ
き
、
フ
ラ
ン
ス
民
法

の
次
に
ド
イ
ツ
法
を
示
し
た
こ
と
は
、
甲
号
議
案
起
草
時
に
フ
ラ
ン
ス
法
と
同
程
度
に
ド
イ
ツ
法
を
参
照
し
た
と
い
う
梅
起
草
委
員
の
発
言
（
前

掲
注
（
6
）
を
参
照
）
と
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
）。
ま
た
、
福
島
・
前
掲
注
（
2
）
四
一
頁
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）
以
上
に
つ
き
、
石
部
雅
亮＝

野
田
龍
一
「
イ
ェ
ー
ニ
ゲ
ン
稿
『
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
・
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
講
義
』（
一
）」
法
政
研
究
四
八
巻

一
号
（
一
九
八
一
年
）
二
〇
一
頁
お
よ
び
二
一
四－

二
一
六
頁
を
参
照
。
ま
た
、
石
部
雅
亮
『
啓
蒙
的
絶
対
主
義
の
法
構
造
―
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般

ラ
ン
ト
法
の
成
立
―
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
九
年
）
二
一
八－

二
六
三
頁
も
参
照
。

（
11
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
の
『
民
法
第
一
議
案
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
三
二
八
丁
裏
（
コ
マ
番
号
は
333
／
627
）
を
参

照
。

（
12
）
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
髙
橋
眞＝

玉
樹
智
文＝

髙
橋
智
也
編
（
前
田
達
明
監
修
）『
史
料
債
権
総
則
』（
成
文

堂
、
二
〇
一
〇
年
）
ⅶ
頁
﹇
髙
橋
眞
、
玉
樹
智
文
、
髙
橋
智
也
﹈
も
、
一
七
九
四
年
に
公
布
、
施
行
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
を
三
起

草
委
員
が
参
照
し
た
外
国
法
典
と
し
て
い
る
。

（
13
）
梅
・
前
掲
注
（
9
）
六
七
九
頁
を
参
照
。

（
14
）
梅
謙
次
郎
「
法
典
ニ
関
ス
ル
話
」
国
家
学
会
雑
誌
一
三
四
号
（
一
八
九
八
年
）（
岡
・
前
掲
注
（
6
）
所
収
﹇
Ｉ
Ｄ
333
番
﹈）
三
四
六－

三
四
九

頁
、
お
よ
び
梅
・
前
掲
注
（
7
）
七
八
二
頁
を
参
照
。

（
15
）A

llgem
eines

Landrecht
für
die
Preußischen

Staaten
von

1794,
Textausgabe,

M
it
einer

Einführung
von

D
r.H
ans
H
attenhauer

o.
Professor

an
der
U
niversität

K
iel
und
einer

B
ibliographie

von
D
r.G
ünther

B
ernert

Privatdozent
an
der
U
niversität

M
arburg,

1970,
A
lfred

M
etznerV

erlag,
S.142.

（
16
）V
gl.V
ergleichende

D
arstellung

des
B
ürgerlichen

G
esetzbuches

für
das
D
eutsche

R
eich

und
des
Preußischen

A
llgem

einen
Landrechts.

V
on
D
r.Franz

Leske,
G
eheim

em
O
berjustizrat,

vortragendem
R
at
im
K
öniglich

Preußischen
Justizm

inisterium
.
Erste

H
älfte

:
A
llgem

einerTeil,
R
echtderSchuldverhältnisse,

Sachenrecht.
Erste

und
Zw
eite
A
uflage.1900.V

erlag
von
O
tto
Liebm

ann

（100
Jahre

bürgerliches
G
esetzbuch

:
B
ürgerliches

R
echt;

31,
1997,

K
eip
V
erlag

）,S.164.
「
債
権
の
特
定
承
継
原
則
」
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
著

『
ド
イ
ツ
債
権
譲
渡
制
度
の
研
究
』（
嵯
峨
野
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
一
五－

三
九
頁
を
参
照
。
な
お
、
ド
イ
ツ
民
法
三
九
八
条
は
、
次
の
よ
う
な
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規
定
で
あ
る
。

「
債
権
は
、
債
権
者
と
他
の
者
と
の
契
約
に
よ
っ
て
、
債
権
者
か
ら
そ
の
者
に
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
債
権
譲
渡
）。
新
債
権
者
は
、
そ
の
契

約
の
締
結
に
よ
っ
て
、
旧
債
権
者
と
交
代
す
る
。」

（
17
）Leske,

a.a.O
.

（Fn.16

）,S.169.

（
18
）A

llgem
eines

Landrechtfürdie
Preußischen

Staaten,
a.a.O

.

（Fn.15

）,S.142.

（
19
）A

llgem
eines

Landrechtfürdie
Preußischen

Staaten,
a.a.O

.

（Fn.15

）,S.142.

（
20
）A

llgem
eines

Landrechtfürdie
Preußischen

Staaten,
a.a.O

.

（Fn.15

）,S.142.

（
21
）A

llgem
eines

Landrechtfürdie
Preußischen

Staaten,
a.a.O

.

（Fn.15

）,S.235.

（
22
）
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
〇
八
条
は
、
本
文
に
述
べ
た
基
本
理
念
を
次
の
よ
う
に
明
定
し
て
い
る
（A

llgem
eines

Landrechtfürdie
Preußischen

Staaten,
a.a.O

.

（Fn.15

）,S.142.

）。

「
債
務
者
の
義
務
は
、
他
の
者
へ
の
債
権
の
譲
渡
に
よ
っ
て
、
決
し
て
重
く
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。」

（
23
）
た
だ
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
一
七
条
は
、
債
権
譲
渡
を
知
っ
て
い
る
債
務
者
が
自
ら
の
利
益
を
図
る
た

め
に
故
意
に
譲
渡
人
に
弁
済
し
た
と
き
は
、
そ
の
弁
済
を
無
効
と
す
る
。
同
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（A

llgem
eines

Landrecht
für
die

Preußischen
Staaten,

a.a.O
.

（Fn.15
）,S.143.

）。

「
し
か
し
、
債
務
者
が
債
権
譲
渡
を
知
っ
て
お
り
、
譲
受
人
に
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
自
ら
の
利
益
を
得
る
た
め
に
、
有
効
に
な
さ
れ

た
債
権
譲
渡
の
後
に
譲
渡
人
と
債
務
者
と
の
間
で
法
律
行
為
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
法
律
行
為
は
、
無
効
で
あ
る
。」

（
24
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
の
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
四
〇
丁
裏－

一
四

一
丁
表
（
コ
マ
番
号
は
144
／
189
）
を
参
照
。

（
25
）
前
掲
注
（
22
）
を
参
照
。

（
26
）A

llgem
eines

Landrechtfürdie
Preußischen

Staaten,
a.a.O

.
（Fn.15

）,S.142.

（
27
）A
llgem

eines
Landrechtfürdie

Preußischen
Staaten,

a.a.O
.

（Fn.15
）,S.142.

（
28
）V
gl.Leske,

a.a.O
.

（Fn.16

）,S.164.

（
29
）
小
野
秀
誠
「
立
法
と
法
実
務
家
の
役
割
―
Ａ
Ｌ
Ｒ
の
変
遷
―
」
一
橋
法
学
一
三
巻
三
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
六
頁
を
参
照
。

（
30
）V

gl.System
atische

D
arstellung

des
Preußischen

C
ivilrechts

m
it
B
enutzung

der
M
aterialien

des
A
llgem

einen
Landrechts.

V
om

K
am
m
ergerichtsrath

（jetzt
G
eheim

en
O
ber＝

Finanzrath

）,D
r.W
.B
ornem

ann.
D
ritter

B
and,

enthaltend
den

speciellen
Theil

des

松
山
大
学
論
集

第
二
十
八
巻

第
一
号

二
八
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O
bligationen＝R

echts.
Zw
eite
verm

ehrte
und
verbesserte

A
usgabe.1843.Jonas

V
erlagsbuchhandlung

（N
achdruck

1987,
V
erlag

K
eip

）,
S.76.

（
31
）B

ornem
ann,

a.a.O
.

（Fn.30

）,S.76.
（
32
）V

gl.D
as
Preußische

C
ivil＝R

echt
nach

A
nleitung

und
der
Titelfolge

des
A
llgem

einen
Landrechts,

m
it
B
erücksichtigung

der
neueren

G
esetze,

der
D
octrin,

der
Praxis

und
des
R
öm
ischen

R
echts;

dargestellt
und

erläutert
von

J.A
.L.Fürstenthal,

O
berlandesgerichts ＝

R
ath.1842.

（N
achdruck

2001,
K
eip
V
erlag

）,S.213.

（
33
）
債
権
証
書
の
な
い
債
権
が
譲
渡
さ
れ
た
と
き
と
は
異
な
り
、
譲
渡
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
に
つ
い
て
の
通
知
が
譲
受
人
の
権
利
行
使

要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
（
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
一
四
条
を
参
照
）
の
は
、
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
は
、
そ
の
譲

渡
に
よ
り
証
券
的
債
権
と
な
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
な
お
、
同
四
一
五
条
は
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
か
ら
交
付
さ
れ
た
、

自
ら
へ
の
譲
渡
が
記
載
さ
れ
た
債
権
証
書
を
債
務
者
に
呈
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
譲
受
人
が
譲
渡
を
債
務
者
に
対
し
て
通
知
で
き
る
と
し
、
実
質

的
に
は
同
三
九
五
条
と
同
様
に
、
譲
受
人
に
よ
る
右
債
権
証
書
の
呈
示
を
も
っ
て
、
債
権
証
書
の
あ
る
債
権
を
譲
り
受
け
た
譲
受
人
の
権
利
行
使

要
件
と
し
て
い
る
。
同
四
一
五
条
が
「
譲
受
人
が
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
通
知
内
容
の
真
正
を
証
明
す
る
」
こ
と
に
よ
り
、
譲
受
人
が
譲
渡
に

つ
い
て
債
務
者
に
通
知
を
し
て
、
譲
受
人
が
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
で
き
る
（
同
四
一
四
条
）
と
す
る
こ
と
は
、
債
権
証
書
の
な
い

債
権
が
譲
渡
さ
れ
た
と
き
に
妥
当
す
る
。
同
四
一
五
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（A

llgem
eines

Landrecht
für
die
Preußischen

Staaten,
a.a.O

.

（Fn.15

）,S.142f.

）。

「
し
か
し
、
譲
受
人
が
債
務
者
に
対
し
て
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
す
る
と
き
は
、
こ
の
譲
受
人
は
、
そ
の
債
権
が
譲
渡
さ
れ
た
自
ら
に
名
義
が

書
き
換
え
ら
れ
た
債
権
証
書
を
債
務
者
に
呈
示
す
る
か
、
又
は
、
三
日
以
内
に
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
通
知
内
容
の
真
正
を
証
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」

（
34
）
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
三
九
七
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る（A

llgem
eines

Landrechtfürdie
Preußischen

Staaten,
a.a.O

.

（Fn.15

）,S.142.

）。

「
債
務
者
が
前
二
条
の
規
定
を
無
視
し
た
と
き
は
、
そ
の
債
務
者
は
、
第
三
の
正
当
な
債
権
の
所
持
人
に
対
し
て
、
支
払
に
つ
い
て
保
護
さ
れ
な

い
。」た

だ
し
、
譲
渡
の
記
載
の
あ
る
譲
渡
人
か
ら
交
付
さ
れ
た
債
権
証
書
を
譲
受
人
が
債
務
者
に
対
し
て
呈
示
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債

務
者
が
そ
の
譲
受
人
に
弁
済
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
債
務
者
が
譲
渡
人
に
譲
渡
の
有
効
性
を
証
明
し
た
と
き
は
、
譲
渡
人
は
、
債
務
者
が
譲
受

人
に
対
し
て
し
た
弁
済
の
有
効
性
も
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
同
三
九
八
条
）。
債
務
者
は
、
真
正
な
譲
受
人
（
新
債
権
者
）
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に
有
効
な
支
払
を
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
譲
受
人
は
実
質
的
に
、
債
務
者
に
対
し
て
右
債
権
証
書
を
呈
示
し
た
上
で
、
履
行
請
求
を
し
た
と
評
価

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る（
同
三
九
五
条
を
参
照
）。
同
三
九
八
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る（A

llgem
eines

Landrechtfürdie
Preußischen

Staaten,
a.a.O

.

（Fn.15

）,S.142.

）。

「
し
か
し
、
譲
渡
人
は
、
譲
受
人
に
対
し
て
有
効
に
債
権
譲
渡
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
他
の
方
法
で
も
証
明
さ
れ
る
と
き
は
、
債
務
者
に
よ
る
譲
受

人
へ
の
支
払
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

（
35
）V

gl.Fürstenthal,
a.a.O

.

（Fn.32

）,S.213.

（
36
）V

gl.Bornem
ann,

a.a.O
.

（Fn.30

）,S.77.

譲
受
人
に
よ
る
右
債
権
証
書
の
呈
示
は
、
譲
受
人
の
新
債
権
者
と
し
て
の
資
格
を
証
明
す
る
も

の
で
あ
り
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
二
重
弁
済
の
危
険
を
負
う
こ
と
は
な
い
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第

一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
一
五
条
に
よ
り
、
譲
渡
人
の
譲
渡
通
知
と
同
視
さ
れ
る
（
前
掲
注
（
33
）
を
参
照
）。

（
37
）
な
お
、
前
田
達
明
『
口
述
債
権
総
論
』（
第
三
版
）（
成
文
堂
、
一
九
九
三
年
）
三
九
七
頁
を
参
照
。

（
38
）
前
掲
注
（
22
）
の
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
〇
八
条
を
参
照
。

（
39
）A

llgem
eines

Landrechtfürdie
Preußischen

Staaten,
a.a.O

.

（Fn.15

）,S.142.

（
40
）V

gl.Bornem
ann,

a.a.O
.

（Fn.30
）,S.77.

（
41
）V

gl.Bornem
ann,

a.a.O
.

（Fn.30

）,S.77.

（
42
）V

gl.Bornem
ann,

a.a.O
.

（Fn.30

）,S.78.

（
43
）
こ
れ
に
つ
い
てBornem
ann

は
、
譲
受
人
に
対
し
て
債
権
証
書
返
還
請
求
権
を
行
使
す
る
よ
う
に
、
債
務
者
に
「
注
意
喚
起
」
す
る
も
の
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
（V
gl.Bornem

ann,
a.a.O

.

（Fn.30
）,S.78.

）。

（
44
）V

gl.Bornem
ann,

a.a.O
.

（Fn.30

）,S.78f.

（
45
）
鈴
木
竹
雄
（
前
田
庸
補
訂
）『
手
形
法
・
小
切
手
法
』（
新
版
）（
有
斐
閣
、
一
九
九
二
年
）
三
〇
九
頁
を
参
照
。

（
46
）
な
お
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
三
九
六
条
と
手
形
法
三
九
条
一
項
と
で
は
、
前
者
が
「
債
務
者
は
、
支�

払�

後�

に�

譲
受
人
に
対
し
て
債
権
証
書
の
返
還
を
請
求
で
き
る
」
と
し
て
い
る
一
方
で
、
後
者
は
、「
振
出
人
は
支�

払�

と�

同�

時�

に�

手
形
の
返
還
（
交
付
）
を
所

持
人
に
対
し
て
請
求
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。
両
者
を
比
べ
る
と
後
者
は
前
者
よ
り
も
、
有
価
証
券
の
返
還
可
能
性
を
高
め
て
お
り
、
証
券
的
債

権
取
引
の
安
全
と
債
務
者
保
護
（
債
務
者
か
ら
二
重
弁
済
の
危
険
を
除
去
す
る
こ
と
）
の
点
か
ら
優
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
現
に
前
者
に
つ
い
て

は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
施
行
後
、「
債
務
者
は
、
譲
渡
に
つ
い
て
の
記
載
の
あ
る
債
権
証
書
の
交
付
と
引
換
え
に
譲
受
人
に
対
し
て
支
払

を
す
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
に
修
正
す
べ
き
と
の
主
張
が
な
さ
れ
た
（V

gl.Bornem
ann,

a.a.O
.

﹇Fn.30

﹈,S.78.

）。

松
山
大
学
論
集

第
二
十
八
巻

第
一
号

三
〇

365



（
47
）V

gl.D
ie
Schuldverhältnisse

nach
dem

Rechte
des
D
eutschen

Reichs
und
Preußens

von
D
r.H
einrich

D
ernburg,

G
eheim

em
Justizrat,

Professoran
der
U
niversitätBerlin,

M
itglied

des
H
errenhauses.Erste

A
bteilung

:
A
llgem

eine
Lehren.

D
ritte,

neubearbeitete
A
uflage.

H
alle
a.S.V

erlag,
1905,

S.348.
（
48
）
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
四
一
四
条
は
、
債
権
証
書
の
な
い
債
権
が
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契

約
締
結
に
よ
っ
て
譲
渡
さ
れ
た
と
き
に
（
同
三
九
三
条
）、
譲
受
人
が
右
通
知
を
も
っ
て
新
債
権
者
で
あ
る
こ
と
を
債
務
者
に
対
し
て
証
明
す
る
こ

と
に
よ
り
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
す
る
危
険
を
除
去
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
49
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
の
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
三
八
丁
表
（
コ
マ

番
号
は
141
／
189
）。

（
50
）
池
田
・
前
掲
注
（
5
）
一
六
頁
、
六
二－

六
九
頁
お
よ
び
一
〇
七
頁
を
参
照
。

（
51
）
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
巻
之
三

債
権
編
』（
第
三
五
版
）（
法
政
大
学
お
よ
び
有
斐
閣
、
一
九
一
六
年
）（
岡
・
前
掲
注
（
6
）
所
収
﹇
Ｉ
Ｄ
1145

番
﹈）
二
〇
八－

二
〇
九
頁
を
参
照
。

（
52
）
こ
う
し
た
甲
号
議
案
四
七
〇
条
一
項
に
対
す
る
三
起
草
委
員
の
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
甲
号
議
案
四
六
九
条
一
項
本
文
の
「
債
権
ハ
之
ヲ
譲
渡
ス

コ
ト
ヲ
得
」
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
り
、
両
当
事
者
間
に
お
い
て
同
契
約
の
効
果
た
る
債
権
の
移
転
が
生
じ
る
と

い
う
意
味
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
国
立
国
会
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
の
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）

二
二
巻
一
二
一
丁
裏
（
コ
マ
番
号
は
125
／
189
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
甲
号
議
案
「
四
百
八
十
九
条
」
の
条
名
表
示
は
、
甲
号
議
案
「
四
百
六
十
九

条
」
の
タ
イ
プ
ミ
ス
で
あ
る
（
髙
橋
眞＝

玉
樹
智
文＝
髙
橋
智
也
・
前
掲
注
（
12
）
三
九
七
頁
下
段
末
尾
の
（
注
1
）﹇
辻
正
美
﹈
も
参
照
）。
甲

号
議
案
四
六
九
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
の
『
民
法
第
一
議
案
』（
日
本
学
術
振
興
会

版
）
三
二
八
丁
表
﹇
コ
マ
番
号
は
333
／
627
﹈。
項
番
号
は
、
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
）。

「
①
債
権
ハ
之
ヲ
譲
渡
ス
コ
ト
ヲ
得
但
其
性
質
カ
之
ヲ
許
サ
サ
ル
ト
キ
又
ハ
特
別
契
約
ヲ
以
テ
之
ヲ
禁
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス

②
前
項
ノ
特
別
契
約
ハ
之
ヲ
以
テ
善
意
ノ
第
三
者
ニ
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」

同
所
収
の
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
二
一
丁
裏
（
コ
マ
番
号
は
125
／
189
）
で
は
、
同
条
二
項
の
「
善

意
ノ
第
三
者
」
が
「
善
意
第
三
者
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
タ
イ
プ
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。

（
53
）
前
掲
注
（
24
）
を
参
照
。

（
54
）
前
掲
注
（
22
）
を
参
照
。

（
55
）
我
妻
栄
『
新
訂
債
権
総
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）
五
一
六
頁
、
奥
田
昌
道
『
債
権
総
論
』（
増
補
版
）（
悠
々
社
、
一
九
九
二
年
）
四
四
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〇
頁
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
基
本
理
念
か
ら
す
れ
ば
、
異
議
を
と
ど
め
な
い
承
諾
（
民
法
四
六
八
条
一
項
前
段
）
は
、
判
例
通
説
の
よ
う
に
債
務

者
に
よ
る
単
純
承
諾
と
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
異
議
を
と
ど
め
な
い
承
諾
の
再
解
釈
の
可
能
性
」
民
事
研
修
六
八
七
号
（
二

〇
一
四
年
）
二－

一
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
56
）
池
田
教
授
は
、
譲
受
人
が
債
権
譲
渡
契
約
に
よ
っ
て
取
得
す
る
債
権
が
「
特
定
の
者
に
対
す
る
、
一
定
の
行
為
を
請
求
し
う
る
権
利
」
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
譲
受
人
は
同
契
約
締
結
に
よ
り
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
譲
渡
債
権
を
取
得
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
池
田
・
前
掲
注
（
5
）
一

一
〇－
一
一
一
頁
を
参
照
）。

（
57
）
以
上
の
筆
者
に
よ
る
民
法
四
六
七
条
一
項
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）」
松
山
大
学
論

集
二
三
巻
四
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
四
二－

二
四
五
頁
、
古
屋
・
前
掲
注
（
16
）
四
六
三－

四
六
七
頁
を
参
照
。

（
58
）
民
法
四
六
七
条
一
項
所
定
の
通
知
が
具
備
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
債
務
者
が
履
行
遅
滞
を
恐
れ
て
譲
渡
人
に
弁
済
し
た
場
合
は
、
そ
の
債
務
者

の
弁
済
は
、
民
法
四
六
八
条
二
項
に
よ
っ
て
特
別
に
有
効
と
な
り
、
債
務
者
は
、
そ
の
後
右
通
知
を
具
備
し
た
譲
受
人
へ
の
弁
済
義
務
を
負
わ
な

い
。
ま
た
、
同
様
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
後
譲
受
人
が
「
自
ら
が
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
こ
と
」
を
右
通
知
以
外
の
方
法
で
証
明
し
、
債
務
者

が
譲
渡
を
承
諾
し
た
と
き
は
、
債
務
者
が
異
議
を
と
ど
め
な
い
承
諾
を
し
た
と
は
い
え
な
い
限
り
、
債
務
者
は
、
弁
済
の
抗
弁
（
債
務
不
存
在
抗

弁
）
を
譲
受
人
に
対
抗
で
き
（
民
法
四
六
八
条
一
項
前
段
の
反
対
解
釈
）、
や
は
り
譲
受
人
に
対
し
て
弁
済
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
59
）
前
掲
注
（
47
）
を
参
照
。

（
60
）
債
権
証
書
の
な
い
債
権
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
、
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者

に
対
す
る
関
係
で
も
譲
渡
の
効
力
が
発
生
す
る
と
こ
ろ
（
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
三
九
三
条
）（
前
掲
注
（
16
）
を

参
照
）、
譲
渡
人
か
ら
同
一
債
権
を
譲
り
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
先
行
す
る
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
譲
渡
人
と
同
一
債
権
の
無
効
な
譲
渡
契
約
を
締

結
す
る
危
険
を
負
担
し
う
る
。
同
法
が
債
権
証
書
の
な
い
債
権
の
譲
渡
に
お
い
て
な
ぜ
債
権
の
特
定
承
継
原
則
が
採
っ
て
い
る
の
か
、
つ
ま
り
同

原
則
の
採
用
の
結
果
生
じ
う
る
、
債
権
取
引
の
危
険
性
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
、
本
稿
執
筆
の
た
め
に
収
集
し
た
プ
ロ
イ
セ

ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡
法
の
文
献
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
解
明
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
61
）
前
掲
注
（
50
）
を
参
照
。

（
62
）
梅
・
前
掲
注
（
51
）
二
〇
九－

二
一
〇
頁
を
参
照
。

（
63
）
前
掲
注
（
11
）
を
参
照
。

（
64
）
以
上
の
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）」
松
山
大
学
論
集
二
三
巻
一
号
（
二
〇

一
一
）
年
一
六
三－

一
九
二
頁
お
よ
び
前
掲
注
（
57
）
二
五
〇－

二
六
四
頁
を
参
照
。

松
山
大
学
論
集

第
二
十
八
巻

第
一
号

三
二
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（
65
）
以
上
の
私
見
た
る
確
定
日
付
説
に
つ
い
て
は
、
古
屋
・
前
掲
注
（
57
）
二
四
五－

二
五
一
頁
を
参
照
。

（
66
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
た
と
え
ば
、
指
名
債
権
が
担
保
の
た
め
に
多
重
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
譲
渡
人
と
第
一
譲
受
人
が
他
の
譲
受
人
に

先
ん
じ
て
公
証
人
役
場
に
て
私
署
証
書
で
あ
る
通
知
書
に
確
定
日
付
を
得
た
と
き
（
民
法
施
行
法
五
条
一
項
二
号
）
に
顕
著
で
あ
る
。
第
一
譲
受

人
は
、
譲
渡
人
が
債
務
不
履
行
に
陥
っ
た
後
、
債
務
者
が
自
ら
に
確
実
に
弁
済
す
る
よ
う
に
し
て
（
民
法
四
六
八
条
二
項
﹇
類
推
適
用
も
含
む
﹈）、

譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
す
る
た
め
に（
民
法
四
六
七
条
一
項
）、
債
務
者
に
対
し
て
右
譲
渡
通
知
を
到
達
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

第
一
譲
受
人
が
他
の
譲
受
人
に
先
ん
じ
て
確
定
日
付
あ
る
承
諾
書
を
具
備
し
た
と
き
に
お
い
て
も
、
こ
の
承
諾
書
が
具
備
さ
れ
る
の
は
譲
渡
人
の

債
務
不
履
行
後
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
債
務
者
は
、
譲
渡
債
権
の
帰
属
先
を
知
り
得
な
い
し
、
こ
の
承
諾
に
よ
っ
て
帰
属
先
を
認
識
し
て
も
、

譲
渡
債
権
を
譲
り
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
帰
属
先
を
回
答
す
る
義
務
も
な
い
。

（
67
）
梅
起
草
委
員
は
、
仮
に
債
務
者
の
現
住
所
の
登
記
所
に
お
い
て
債
権
譲
渡
登
記
を
備
え
る
こ
と
に
し
て
も
、
債
務
者
が
譲
渡
後
に
住
所
変
更
を

す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
、
譲
受
人
が
債
務
者
の
住
所
変
更
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
旧
住
所
の
登
記
所
で
他
の
譲
受
人
に
先
ん
じ
て
譲
渡
登
記
を

具
備
し
た
と
き
に
、
新
住
所
（
現
住
所
）
で
第
二
譲
受
人
が
同
様
に
譲
渡
登
記
を
具
備
す
れ
ば
、
そ
の
第
一
譲
受
人
は
譲
渡
債
権
を
取
得
で
き
な

く
な
る
等
の
危
険
を
指
摘
し
て
い
た
（
梅
・
前
掲
注
（
51
）
二
一
〇
頁
を
参
照
）。

（
68
）
拙
稿
「
ド
イ
ツ
債
権
譲
渡
制
度
に
お
け
る
債
権
取
引
安
全
へ
の
配
慮
に
関
す
る
覚
書
―
債
権
の
多
重
譲
渡
の
場
合
に
限
定
し
て
―
」
松
山
大
学

法
学
部
二
〇
周
年
記
念
論
文
集
『
法
と
政
治
の
現
代
的
諸
相
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
〇
年
）
一
三
四－

一
四
五
頁
を
参
照
。

（
69
）
な
お
、
拙
稿
「
債
権
譲
渡
法
に
お
け
る
形
式
的
対
抗
要
件
主
義
の
正
当
化
根
拠
―
債
権
の
多
重
譲
渡
に
お
け
る
債
権
取
引
安
全
の
確
保
の
方
法

に
つ
い
て
―
」
松
山
大
学
論
集
二
二
巻
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
四
八
六－

五
一
八
頁
、
古
屋
・
前
掲
注
（
16
）
一
一
二
頁
お
よ
び
一
一
七－

一
一

八
頁
を
参
照
。

（
70
）
前
掲
注
（
4
）
を
参
照
。
な
お
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
時
に
三
起
草
委
員
が
参
照
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
の
規
定
の
う
ち
、

本
稿
に
お
い
て
未
だ
紹
介
し
て
い
な
か
っ
た
規
定
を
掲
げ
て
お
き
た
い
（A

llgem
eines

Landrecht
für

die
Preußischen

Staaten,
a.a.O

.

（Fn.15

）,S.142f.

）。

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部
第
一
一
章
第
三
節
三
九
九
条

「
債
権
証
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
複
数
の
債
権
の
う
ち
、
一
つ
の
債
権
の
み
が
譲
渡
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
債
権
証
書
の
認
証
さ
れ
た
抄
本
が
、

作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
債
権
の
譲
渡
は
、
こ
の
抄
本
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
主
た
る
債
権
証
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
債
権
の
う
ち
、
ど
の
債
権
が
譲
渡
さ
れ
た
の
か
が
、
そ
の
主
た
る
債
権
証
書
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

同
条
は
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
（
同
三
九
三
条
）
と
譲
渡
人
が
債
権
証
書
の
抄
本
に
譲
渡
に
つ
い
て
記
載
し
て
、
こ
の
抄
本
を
譲
受
人
に
交
付
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す
る
こ
と
に
よ
り
（
同
三
九
四
条
、
同
三
九
五
条
）、
債
権
証
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
債
権
の
う
ち
、
一
つ
の
債
権
の
み
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
。
こ
の
債
権
の
譲
受
人
は
、
同
様
の
方
式
で
譲
渡
債
権
を
さ
ら
に
譲
渡
で
き
る
し
、
譲
渡
人
か
ら
交
付
さ
れ
た
右
抄
本
を
呈
示
し
て
、

真
正
な
譲
受
人
（
新
債
権
者
）
で
あ
る
こ
と
を
債
務
者
に
証
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
に
帰
属
す
る
弁
済
期
の
到
来
し
た
譲
渡
債
権
を
行
使
で

き
る
（
同
三
九
五
条
）。

同
四
〇
九
条

「
債
権
譲
渡
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、
債
務
者
の
同
意
は
、
不
要
で
あ
る
。」

同
四
一
六
条

「
前
条
の
期
間
が
中
断
せ
ず
に
完
成
し
、
か
つ
、
原
債
権
者
が
債
権
譲
渡
の
真
正
を
否
認
し
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
そ
の
債
権
に
つ
い
て
原
債

権
者
と
有
効
に
法
律
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

松
山
大
学
論
集

第
二
十
八
巻

第
一
号

三
四
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